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関空アイスアリーナ
が

1月2日㈭からオープ
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議　

長　

辻
中　

隆 泉
佐
野
市
長　

千
代
松
大
耕

泉
佐
野
市
議
会

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

あ
け
ま
し
ておめ

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
議
長　

大
和
屋
貴
彦　

泉佐野市消防出初め式泉佐野市消防出初め式
～更なる消防・防災体制の構築をめざして～

日時　1月12 日㈰ 午前10時～
場所　末広公園コミュニティー広場（J:COM末広体育館前）
内容　
●消防車や消防職団員、少年・幼年消防クラブ員たちの行進
●合同訓練および一斉放水訓練
●新池中学校吹奏楽部の演奏など
問合先　自治振興課危機管理室
※車で来場される場合は、臨時駐車場の末広小学校をご利用ください。
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関空アイスアリーナが
関空アイスアリーナがついにオープン！

ついにオープン！

　1月2日㈭からりんくうタウンにアイススケート
場がついにオープン！ぜひご利用ください。

【営業時間】　初日（1月2日㈭）のみ正午～午後6時、
1月3日㈮以降は平日・土日祝いずれも午前10時～
午後6時（入館は午後5時まで）
※イベントなど開催時は一般滑走できない場合あり
【利用料金】　●一般滑走料（税込）
　　　　　　　大人・大学生　1,600円
　　　　　　　中学・高校生　1,300円
　　　　　　　小学生以下　　　900円
　　　　　　●貸靴料（税込）　1足500円
【問合先】
一般社団法人 関空アイスアリーナ（☎463-6880）
※ 詳 しくは、ホームページ（https://www.
kanku-icearena.or.jp）をご覧ください。

国際規格のメインリンク

500席の観客席 カーリングもできるサブリンク

関空アイスアリーナ

広報いずみさの 令和2年1月号3
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◆
も
し
市
長
だ
っ
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
？

荻
野　

公
立
小
・
中
学
校
の
設
備
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

た
い
。

廣
中　

関
西
国
際
空
港
だ
け
で
な
く
、泉
佐
野
市
の
様
々

な
資
源
を
有
効
活
用
し
て
、
も
っ
と
観
光
客
を
増
や
し

た
い
。

奥
野　

泉
佐
野
市
に
伝
わ
る
、
だ
ん
じ
り
、
や
ぐ
ら
、

ふ
と
ん
太
鼓
な
ど
の
伝
統
あ
る
祭
り
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
た
い
。

山
本
（
朱
）　

り
ん
く
う
付
近
だ
け
で
な
く
、
泉
佐
野
市

内
全
体
に
観
光
客
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
様
々
な

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

山
下　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
市
民
の
声
を
直
接
聞

く
な
ど
し
て
、
常
に
住
民
第
一
の
市
政
を
行
い
た
い
。

桶
谷　

市
の
体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て
、
社
会
人
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
遅
い
時
間
ま
で
使
え

る
よ
う
に
し
た
い
。

山
本
（
蘭
）　

子
育
て
施
策
を
充
実
さ
せ
、
若
い
人
た
ち

が
将
来
住
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
市
に
し
た
い
。

谷
澤　

現
在
、
泉
佐
野
市
で
行
わ
れ
て
い
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
制
度
を
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。

河
野　

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
両
方
か
ら
、
小
・
中

学
校
の
学
習
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

木
戸　

子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
、
ま
た
お
年
寄

り
の
方
々
に
も
優
し
い
街
づ
く
り
を
し
た
い
。

◆
泉
佐
野
市
に
関
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

廣
中　

大
学
で
英
語
を
学
ん
で
い
る
が
、
現
在
の
小
学

校
で
の
外
国
語
教
育
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
来
年
度
か

ら
は
5
・
6
年
生
で
は
外
国
語
科
と
い
う
教
科
を
学
習

す
る
こ
と
に
な
り
、
教
科
書
も
使
い
ま
す
。
特
に
、
大

事
な
こ
と
は
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
英
語

の
音
声
に
慣
れ
た
り
、
簡
単
な
会
話
を
通
し
て
相
手
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

3
・
4
年
生
で
は
、
教
科
で
は
な
い
外
国
語
活
動
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

荻
野　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
よ
く
分
か
ら
な
い

の
で
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

桶
谷　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
欲

し
い
。

山
本
（
朱
）　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
寄
付
額
が

全
国
一
に
な
っ
た
が
、
特
に
泉
佐
野
市
で
こ
だ
わ
っ
た

部
分
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

山
下　

ふ
る
さ
と
納
税
の
問
題
に
対
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
で
す
が
、
応
援
し
た

い
市
町
村
な
ど
に
寄
付
を
す
る
こ
と
で
、
税
金
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
名
産
品
な
ど
の

お
礼
品
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
お
得
感
の
あ

る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
制
度
で
す
が
、
泉
佐
野
市
は
２
０
１
７
年

度
と
２
０
１
８
年
度
に
寄
付
額
が
日
本
一
と
な
り
ま
し

た
。
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
返
礼
品
の
数
を
多
く
し

た
こ
と
と
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
のPeach

（
ピ
ー
チ
）
と
い
う

航
空
会
社
の
ポ
イ
ン
ト
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
こ
と
で

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
得
た
収
入
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
教
育
施
設
の
改
善
や
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど

に
充
当
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
小
・
中
学
校
の
体

育
館
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
空
調
設
備
の

整
備
に
も
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
が
法
律
を
変
え
て
、
6
月
か
ら
新
し

い
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た

が
、
泉
佐
野
市
は
残
念
な
が
ら
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
だ
っ
て
の
国
地
方
係
争
処
理
委

員
会
で
の
結
論
で
は
、
泉
佐
野
市
の
主
張
が
概
ね
認
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
裁
判
と
い
う
形
で
主
張

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

廣中 里帆山本 朱里

問合先　青少年課（☎469-1106）  
　1月13日の「成人の日」には市内
で約1,200人の若者が新しく大人の
仲間入りをします。成人の日に先立
ち、昨年11月1日に「市長と語る新
成人のつどい」を開催しました。
　溝口教育部長の進行のもと、新成
人たちが、市政についての質問や提
言などを、身近な話を交え、千代松
市長、奥教育長と熱心に語り合いま
した。その一部を紹介します。

（敬称略・順不同）

特集

市長と語る新成人のつどい市長と語る新成人のつどい

奥野 聡一郎 荻野 大智

　

　みなさんからいただく忌
憚のないご意見を、市政の方
でも参考にさせていただき
たいと思います。私にとり
ましても貴重な時間と考え
ておりますので、限られた
時間ではありますが最後ま
でよろしくお願い致します。

千代松 大耕　市長
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河野 竜也 谷澤 花梨 桶谷 拓也 山下 篤紀

つどいのまとめ
　みなさんの 20歳になった抱負や将来の夢、そし
て市政や教育に対する意見など聞かせていただき、
本当に頼もしく感じました。
　市長は、泉佐野市を再建し、市民の豊かな暮らし
や安心して暮らせる街づくりに向けて、昼夜を問
わず精力的に活動されていま
す。みなさんもぜひ、その困
難に立ち向かう姿勢や社会の
ために役立とうという信念を
見習っていただきたいと思い
ます。みなさんには、泉佐野
市を想う気持ちをいつまでも
大切にしていただくとともに、
小・中学生にも夢を語りかけ、
良い手本としてご活躍される
ことを願っております。

20歳を迎えるみなさんへ
問合先　国保年金課

  みなさんは老後のことを考えたことがありますか。若い間は、老後の生活について考えることは少ないかも
しれません。しかし、だれもがいつかは年をとり、退職などにより収入がなくなったり、減ったりします。そ
んな時、老後の生活を支えてくれるのが年金です。また、年金は老後のためだけではなく、ケガや病気で身体
に障害が残るような状態になった場合や、加入者が亡くなり、遺族（妻・子）が残されたときにも、生活を支
えてくれます。だれもが将来、年金を受けられるように、20歳になったら必ず公的年金制度に加入することに
なっています。会社などに勤務し、厚生年金保険や共済組合に加入している人以外は、20歳になれば国民年金
に加入することになります。加入すれば保険料を納付する必要がありますが、経済的な理由などで納付が困難
な場合は「申請免除」や「納付猶予」、学生のみなさんには「学生納付特例」という制度もありますので相談し
てください。

谷
澤　

泉
佐
野
市
の
特
産
品
以
外
に
、
新
し
く
Ｐ
Ｒ
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
あ
る
か
。

市
長　

食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
は
、
日
本
有
数
の
食
品

関
連
企
業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
東
地
区

で
は
犬
鳴
山
温
泉
が
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
文
化
庁
か
ら
日
本
遺
産
に
認
定
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
日
根
荘
遺
跡
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
も
多

く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

河
野　

大
学
で
情
報
学
を
学
ん
で
い
る
が
、
小
・
中
学

校
で
は
ど
の
よ
う
に
情
報
学
を
教
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

例
え
ば
、
市
内
の
第
三
小
学
校
で
は
児
童
全

員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
授
業
を

進
め
て
い
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
情
報
を
処
理
す
る
た
め
の
簡
単
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
力
す
る
な
ど
、
論
理
的
な
思
考
や
創

造
力
を
身
に
着
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
も
、
来
年

度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

木
戸　

泉
佐
野
市
で
行
っ
て
い
る
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。

教
育
部
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
い
う
の
は
、
泉
の

森
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
施
設
に
企
業
名
な
ど
を
冠
し
た

名
前
を
つ
け
る
権
利
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
税
金

以
外
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
市
内
の
企

業
さ
ん
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
。

奥
野　

移
転
前
の
旧
蟻
通
神
社
の
広
さ
は
ど
れ
く
ら
い

だ
っ
た
の
か
。

教
育
長　

旧
蟻
通
神
社
は
、
現
在
の
空
港
連
絡
道
路
の

長
滝
の
交
差
点
近
く
に
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
時
中
に
飛

行
場
を
造
る
た
め
に
今
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
移

転
前
の
蟻
通
神
社
は
広
大
な
森
の
中
に
あ
っ
て
、
社
殿

や
鳥
居
な
ど
の
神
域
だ
け
で
約
３
，
１
０
０
坪
（
約

１
０
，
２
３
０
㎡
）
と
い
う
、
甲
子
園
球
場
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
く
ら
い
の
広
さ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

山本　蘭木戸 春菜

 特集　市長と語
る新成人のつど

い    

山
本
（
蘭
）　

泉
佐
野

駅
の
上
に
ホ
テ
ル
が

建
設
さ
れ
る
そ
う
だ

が
、
詳
細
を
教
え
て

欲
し
い
。

市
長　

泉
佐
野
駅
山

側
の
、
交
番
や
公
衆

ト
イ
レ
な
ど
が
あ
る

広
場
の
上
に
ホ
テ
ル

を
建
設
し
ま
す
。
建

設
後
も
１
階
部
分
は

従
来
通
り
、
駅
に
つ

な
が
る
空
間
と
し
て

ご
活
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
今
年
度
中

に
着
工
予
定
で
す
。

奥　真弥　教育長
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月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

7

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1
守
ろ
う　

郷
土
の
文
化
財

第
66
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

昨
年
4
月
15
に
日
世
界
遺
産
の

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
尖
塔
な
ど

文
化
財
が
、
ま
た
10
月
31
日
に
は
沖

縄
県
首
里
城
の
貴
重
な
建
造
物
で
あ

る
正
殿
等
が
火
災
焼
失
し
た
ニ
ュ
ー

ス
が
全
世
界
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

人
類
の
大
切
な
財
産
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
な
ど
で
失
わ
れ
、
修
復

に
は
何
十
年
も
か
か
る
ば
か
り
で
な

く
、
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金

堂
で
火
災
が
あ
り
、
国
宝
の
壁
画
が

焼
失
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
契
機
に
、

昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
、
昭
和
30
年
か
ら
毎
年
1
月
26

日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
、
日

本
中
で
様
々
な
防
火
啓
発
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
も
、
大
切
な
郷
土

の
文
化
財
を
守
る
た
め
、
1
月
26
日

を
中
心
に
防
火
診
断
や
消
防
団
と
合

同
で
消
防
訓
練
を
実
施
し
、
将
来
に

継
承
す
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文

化
財
の
火
災
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や

業
務
用
エ
ア
コ
ン
を

お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
お
い
て
、
業
務

用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や
業
務
用
エ
ア
コ

ン
の
使
用
者
は
、
3
ヵ
月
に
１
回
以

上
の
頻
度
で
目
視
点
検
（
簡
易
点

検
）、
大
型
機
器
は
専
門
業
者
に
よ

る
点
検
（
定
期
点
検
）
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導

課　
（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
７
０
）

令
和
２
年
度 

市
内
業
者

入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
の
受
付

〜
市
の
業
務
の
受
注
を
希
望
す
る

業
者
の
み
な
さ
ん
へ
〜

　

市
役
所
、
上
下
水
道
局
、
泉
佐
野

市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
、
泉
州
南

消
防
組
合
、
共
通
の
入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
業
務　

建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
供
給

等
、
役
務
提
供
等
（
清
掃
・
警
備
、

そ
の
他
の
委
託
業
務
等
）

登
録
の
有
効
期
間
（
1
年
間
有
効
）

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

申
請
書
な
ど
の
入
手
方
法

●
総
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
入

札
・
契
約
情
報
」（http://w

w
w
.

city.izum
isano.lg.jp/kakuka/

som
u/som

u/m
enu/nyusatu

keiyaku/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
「
入
札
・
契
約
情
報
」
に
は
、
発

注
予
定
や
入
札
結
果
な
ど
重
要
な
お

知
ら
せ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
14
日
㈮（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
総
務
課
で

無
料
配
布

申
請
・
問
合
先
（
毎
年
申
請
が
必
要
）

２
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
除
く
）
午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
1
時
〜
４
時
に
持
参
、

ま
た
は
封
筒
な
ど
の
表
面
に
「
入

■    KIXウインターイルミネーション開催中！
　関西国際空港では、年間で行っている「日本の四季の美
しさ」をテーマに、冬のシーズンならではの装飾を用いた
演出を実施中！ターミナルビルやエアロプラザなど各ス
ポットで、街路樹のデコレーションなど様々なイルミネー
ションをお楽しみいただけます。空港をご利用の際は、ぜ
ひチェックしてみてください。
開催日　2月29日㈯まで
場所　
●第1ターミナルビル

(街路樹、2階・4階の館内通路、出国エリア)
●第2ターミナルビル(チェックインロビー、 出国エリア)
●関西空港駅～エアロプラザ間/第1ターミナルビル間

【
消
防
訓
練
】

日
時　

1
月
26
日
㈰ 

午
前
10
時
〜 

場
所　

奥
家
住
宅

(

泉
佐
野
市
南
中
樫
井
１
９
３)

問
合
先　

泉
州
南
消
防
組
合 

泉
佐

野
消
防
署
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

札
参
加
資
格
登
録
審
査
申
請
書
在

中
」
と
明
記
の
う
え
送
付
（
申
請

期
間
中
の
消
印
等
有
効
）
で
、
〒

５
９
８
・
８
５
５
０ 

泉
佐
野
市
役
所 

総
務
課 

契
約
検
査
係
へ

※
市
外
業
者
の
受
付
は
１
月
10
日
㈮

ま
で
。
詳
し
く
は
12
月
号
広
報
い
ず

み
さ
の
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
内
業
者
…
本
市
に
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
本
市
に
住
所
を
有

す
る
（
印
鑑
証
明
書
の
住
所
が
本

市
に
あ
る
）
個
人

災
害
復
興
住
宅
融
資

（
補
修
・
大
阪
府
利
子
補
給
型
）

　

大
阪
府
北
部
地
震
、
平
成
30
年
台

風
21
号
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
の
補

修
工
事
に
対
す
る
無
利
子
融
資
制
度

（
要
罹
災
証
明
書
）
の
受
付
は
、
３

月
31
日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。

問
合
先　

住
宅
金
融
支
援
機
構
（
災

害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎
０
１
２
０
・

０
８
６
・
３
５
３
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国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

年
間
納
付
済
額
の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

納
め
た
国
民
健
康
保
険
料
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得
税

や
市
府
民
税
に
お
け
る
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
中
（
平
成
31
年
1
月

1
日
〜
令
和
元
年
12
月
31
日
）
に
普

通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）
で

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
年
間

納
付
済
額
の
通
知
書
を
1
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
所
得
申
告
の
参

考
資
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額

が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
票
等
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

国
保
年
金
課

泉
佐
野
市
認
知
症
高
齢
者
等

個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業

　

被
保
険
者
（
認
知
症
の
あ
る
高
齢

者
等
）
が
、
日
常
生
活
で
他
人
に
ケ

ガ
を
さ
せ
た
り
、
他
人
の
財
物
を
壊

し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
法

律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場

合
に
、
保
険
金
の
支
払
い
を
受
け
る

事
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
泉
佐
野
市

が
保
険
契
約
者
と
な
り
、
保
険
料
全

額
を
負
担
す
る
た
め
、
被
保
険
者
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
こ
の
よ
う
な
時
に
保
険
が
適
用
さ

れ
ま
す
】

●
線
路
内
に
立
ち
入
っ
て
電
車
を
止

め
て
し
ま
い
、
鉄
道
会
社
か
ら
振
替

輸
送
費
用
等
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
た
。

●
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
歩
行
者
に

ぶ
つ
か
り
、
相
手
に
け
が
を
負
わ
せ

て
し
ま
っ
た
。

●
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
で
他
人

の
も
の
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

補
償
内
容　

個
人
賠
償
責
任
保
険

（
上
限
1
億
円
）

※
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
（
被
保
険
者

に
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
が
発
生

し
た
場
合
、
被
保
険
者
に
代
わ
っ
て

保
険
会
社
が
示
談
交
渉
を
行
い
ま

す
。
）
付
き

対
象　

左
記
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

●
泉
佐
野
市
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
＊
）
に
事
前
登
録

を
し
て
い
る

●
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
る

●
泉
佐
野
市
に
住
所
を
有
す
る
満
40

歳
以
上

（
＊
）
泉
佐
野
市
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
認
知
症
な
ど

に
よ
り
徘
徊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

の
早
期
発
見
、
保
護
を
目
的
と
し
た

制
度

申
込　

次
の
手
順
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

①
「
基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず

み
さ
の
」
で
泉
佐
野
市
徘
徊
高
齢
者

等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
前
登

録
を
行
う
。

※
保
険
事
業
の
み
の
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任

保
険
加
入
申
請
書
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
登
録
票
の
控
え
、
診
断

書
（
介
護
認
定
情
報
に
よ
り
「
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が

Ⅱ
a
以
上
と
確
認
で
き
た
場
合
は
診

断
書
不
要
。
加
入
申
請
時
に
介
護
認

定
情
報
閲
覧
に
同
意
し
て
い
た
だ

き
、
市
で
確
認
を
し
ま
す
。）
を
地

域
共
生
推
進
課
へ
持
参
す
る
。

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

小
・
中
学
校 

令
和
2
年
度

入
学
予
定
者
説
明
会

開
催
日

小
学
校

電
話
番
号

２
月
5
日
㈬

第　

一
４
６
３・１
３
３
１

第　

二
４
６
２・７
７
１
６

第　

三
４
６
２・０
５
６
０

日　

新
４
６
３・
２
２
８
１

北　

中
４
６
２・０
８
７
０

長　

坂
４
６
２・８
６
６
１

日
根
野
４
６
８・０
７
８
９

大　

木
４
５
９・７
３
４
４

上
之
郷
４
６
７・０
１
６
９

長　

南
４
６
６・０
８
２
１

末　

広
４
６
６・１
０
２
１

佐
野
台
４
６
４・０
９
３
５

中　

央
４
６
２・０
６
７
０

開
催
日

中
学
校

電
話
番
号

１
月
30
日
㈭
第　

三
４
６
４・６
１
９
１

30
日
㈭
佐　

野
４
６
４・６
１
７
１

２
月
14
日
㈮
新　

池
４
６
４・６
１
８
１

21
日
㈮
長　

南
４
６
５・６
８
８
１

28
日
㈮
日
根
野
４
６
８・０
０
６
１

時
間　

午
後
２
時
〜（
左
記
を
除
く
）

●
佐
野
中
・
新
池
中
…

午
後
１
時
30
分
〜

●
長
南
中
・
日
根
野
中
…

午
後
３
時
30
分
〜

場
所　

各
学
校
（
左
記
を
除
く
）

●
新
池
中
…
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

学
校
教
育
課

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

車
両
進
入
禁
止
ポ
ー
ル
な
ど
を

設
置
し
ま
す

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
遊
歩
道

は
、
各
施
設
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め

の
通
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

憩
い
の
た
め
の
泉
の
森
広
場
や
石
彫

庭
園
、
滝
な
ど
に
も
通
じ
て
お
り
、

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
歩
行
者
専
用
通
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
南
北
の
遊
歩
道
出
入
口
付
近

に
は
、
車
両
が
進
入
で
き
な
い
こ
と

を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
掲
示
な
ど
で
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の

遊
歩
道
の
走
行
が
常
態
化
し
て
お

り
、
特
に
歩
行
者
に
危
険
が
お
よ
ぶ

よ
う
な
バ
イ
ク
で
の
走
行
な
ど
に
対

し
て
は
、
厳
し
く
注
意
す
る
な
ど
で

対
処
し
て
い
る
も
の
の
、
最
近
こ
の

よ
う
な
車
両
の
進
入
が
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
利
用
者
な
ど
遊

歩
道
を
歩
く
人
の
安
全
を
最
優
先
に

考
え
、
物
理
的
に
車
両
の
進
入
を
防

ぐ
手
段
と
し
て
、
遊
歩
道
出
入
口
３

箇
所
に
進
入
防
止
の
ポ
ー
ル
な
ど
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
時
期　

１
月
中
旬
以
降

問
合
先　

政
策
推
進
課
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公
園
の
ト
イ
レ
に

犬
の
フ
ン
を
流
さ
な
い
で

　

最
近
、
末
広
公
園
や
そ
の
他
の
公

園
の
ト
イ
レ
に
犬
の
フ
ン
を
ナ
イ
ロ

ン
袋
ご
と
流
さ
れ
、
ト
イ
レ
が
詰
ま

り
浄
化
槽
な
ど
が
破
損
し
た
り
、
汲

取
り
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い

な
ど
の
事
象
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

犬
の
散
歩
に
よ
り
出
た
フ
ン
や
ゴ

ミ
は
公
園
の
ト
イ
レ
に
流
さ
ず
必
ず

持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

道
路
公
園
課

泉
佐
野
市

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
で

健
康
づ
く
り
を
応
援

　

20
歳
以
上
の
市
民
が
健
康
づ
く
り

で
１
，
０
０
０
点
を
集
め
る
と
、「
さ

の
ぽ
」
１
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
に
交

換
で
き
ま
す
。
平
成
31
年
1
月
〜
令

和
元
年
12
月
の
点
数
の
交
換
は
、１
，

０
０
０
点
が
集
ま
っ
た
時
点
か
ら
令

和
2
年
2
月
28
日
㈮
ま
で
（
1
人
1

回
）
で
す
。　

令
和
2
年
1
月
〜
12

月
に
集
め
た
点
数
は
、
令
和
3
年
2

月
26
日
㈮
ま
で
交
換
で
き
ま
す
。

点
数
の
集
め
方　

●
各
が
ん
検
診
：
各
１
０
０
点

●
健
康
診
断
（
特
定
健
診
な
ど
）
：

２
０
０
点

●
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
講
座
：
1
講
座

１
０
０
点

●
個
人
で
立
て
た
健
康
目
標
の
実

践
：
1
日
1
回
20
点 

交
換　

１
，０
０
０
点
を
集
め
た
後
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
さ
の
ぽ

カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な
い
人
は
窓
口

で
発
行
で
き
ま
す
）、
健
（
検
）
診

結
果
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、

午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

〜
1
月
3
日
除
く
）
に
健
康
推
進
課

へ
。
交
換
し
た
「
さ
の
ぽ
」
ポ
イ
ン

ト
は
、
1
ポ
イ
ン
ト
1
円
で
市
内
の

こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

へ
の
寄
付
や
加
盟
店
で
の
支
払
い
に

活
用
で
き
ま
す
。

※
平
成
31
年
1
月
〜
令
和
2
年
2
月

28
日
㈮
に
交
換
し
た
人
の
中
か
ら
、

抽
選
で
特
別
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
さ

の
ぽ
１
０
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
当
選
者
に
は
3

月
中
旬
頃
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

新しい友好都市 ～威海市～
問合先　自治振興課

　昨年10月16日、泉佐野市と中国山東省威海（ウェイハィ）市は
友好都市協定書の締結を行いました。今回は威海市の紹介をさせて
いただきます。
【威海市の紹介】　
　威海市は、面積が5,436 km²、
総人口（2014年）が248.39 万
人、中華人民共和国山東省最東部
に位置する地級市（中国の地方行

政単位です）。かつては威海衛（ウェイハィエ
イ）といいました。近代にはイギリスの租借
地となりました。1945年に中華民国政府の下
で威海衛市が成立し、中華人民共和国成立後の1950年、威海市（県級市）と改名、
1987年現在の地級市に昇格しました。中韓国交樹立（1992年）以前の1990
年には大韓民国仁川直轄市との直通フェリー「金橋」号が就航し、韓国との関
係を深めました。仁川港まで14時間の航海です。また、威海大水泊空港から韓
国への航空便が運航されており、関西空港からは、韓国仁川を経由しての渡航
になりますが、両市の交流のためにも直行便の就航を望みます。

【交流の縁】　数年前から泉州地域では威海市からの技能実習生が多数地元企業に
就労しています。このような縁もあり昨年2月、千代松市長と泉佐野市の代表団
が威海市を訪れ友好都市意向書を締結し、交流が始まりました。
【正式文書を締結】　昨年10月16日、威海市からの呼びかけで泉佐野市は山東省
の国際友好都市合作発展会議に参加しました。また、現地での温かい歓迎を受け
ながら、山東省友好都市と世界の姉妹都市の市長が開催する「市長フォーラム」
にも参加しました。この「市長フォーラム」は山東省を世界に紹介し、同時に山
東省の他の姉妹都市に自分の都市を紹介することを目的としています。また、16日午後、泉佐野市と威海

市の代表団が対面、正式に友好都市協定書を締結しました。そして、両市長は経済、
教育、スポーツ、文化について意見を交換し、その中で千代松市長は、2月に開催
する「KIX泉州国際マラソン」に威
海市の選手を招待することを約束
しました。

今月の中国語　
威海市（ウェイ、ハィ ,ス）：威海市
市长论坛（ス,ザン、ルゥン，タン）：市長フォーラム
人才（レン，ザイ）：人材

◀
同
じ
山
東
省
の

東
阿
県
と
威
海
市▶

挨
拶
す
る
千
代
松
市
長
と

威
海
市
張
市
長

◀
千
代
松
市
長
か
ら
全
世
界
に

泉
佐
野
市
を
紹
介

▶
国
際
交
流
員

趙
鑑

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！
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容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

品
質
調
査
結
果

　

資
源
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
る

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
11
月
15
日
に
日
本
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
に
よ
る
本
年
度
の
品

質
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
ラ

ン
ク
の
品
質
で
合
格
と
の
結
果
を
頂

き
ま
し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ

な
い
汚
れ
が
付
着
し
た
も
の
や
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
混
入

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

汚
れ
の
つ
い
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
が
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、

お
知
ら
せ
の
た
め
の
シ
ー
ル
を
貼

り
、
収
集
せ
ず
に
残
し
て
い
ま
す
。

自
身
の
ご
み
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
さ
ら
に
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

市公園墓地 合葬式墓地  使用者募集
　ひとつの大きな墓に5千体までの遺骨を一緒に埋蔵する墓地で、市が管理を行います。個人で管理する必要が
ないことから、墓の承継の心配がありません。満65歳以上の人については、生前予約も可能です。
使用料　1体10万円
※希望者のみ、記名板使用料1枚5万円。
　泉佐野市公園墓地の区画墓地を使用している人が区画墓地を返還して、合葬式墓地を利用される場合は、1/2
の金額です。
申込資格　次のいずれかに該当する人
①泉佐野市に住所または本籍を有し、埋蔵する親族の遺骨を持っている（改葬を含む）
②死亡当時、泉佐野市に住所または本籍を有していた親族の遺骨を埋蔵する（改葬を含む）
③泉佐野市に住所または本籍を有する満65歳以上で、死後に自らの遺骨を埋蔵する
④泉佐野市公園墓地（区画墓地）を使用している人が、区画
墓地を返還して合葬式墓地を使用する
※詳しくは、「使用申込みのしおり」でご確認ください。
申込・問合先　2月3日㈪～14日㈮（土・日曜日、祝日除く）
に「泉佐野市公園墓地（合葬式墓地）使用申込みのしおり」
を入手し、所定の用紙に必要事項を記入・押印のうえ、必要
書類を添えて環境衛生課へ
※しおりは環境衛生課にあります。しおりはホームペー
ジ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seikatsu/
kankyo/menu/bochi/boshu_2.html）からダウンロードも
できます。

環境美化善行者表彰
　昨年11月29日㈮、地域の環境美化に貢献し、市民の模範となる
活動をしている個人・団体に環境美化善行者表彰状を授与しまし
た。市では、今後も美しい街づくりのため、環境美化に取り組
みます。みなさんのご協力をお願いします。
被表彰者（順不同）
●蟻通神社清掃ボランティア（長滝）［推薦者：長滝連合町内会長］
●北本敬香さん（佐野台）［推薦者：佐野台町会長］
●松井シゲ子さん（佐野台）［推薦者：佐野台町会長］
問合先　環境衛生課

善行者表彰
　昨年12月9日㈪に篤行者（篤行が特に
すぐれ、市民の模範と認められる市民）
に善行者表彰状を授与しました。
被表彰者
芝野美治さん（長滝西）
問合先　秘書課

広報いずみさの 令和2年1月号9

泉佐野市令和2年1月号.indb   9 2019/12/13   15:26:21



 　

税問
合
先　

税
務
課

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
、

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
末
ま
で
に

●
事
業
主
は
従
業
員
の
住
所
地
の
市

役
所
・
町
村
役
場
へ
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

報
告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
の
法

定
調
書
な
ど
に
同
封
し
て
、
昨
年
11

月
上
旬
に
事
業
主
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
総
括
表
と
あ
わ
せ
て
、
１

月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の
記

載
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
報
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
役
所

（
場
）
に
「
個
人
申
告
」
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
市
内
で
事
業
を
営
む
人
は
、
そ
の

所
有
す
る
事
業
用
資
産
を
１
月
末
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

昨
年
１
月
２
日
以
降
に
資
産
の
入
れ

替
え
や
廃
業
、
個
人
か
ら
法
人
へ
の

資
産
の
異
動
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
5
の
規

定
に
よ
り
、事
業
主
は
原
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
従
業
員
の
市
・
府
民
税（
個

人
住
民
税
）
を
給
与
か
ら
差
し
引
い

て
納
入
（
特
別
徴
収
）
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
法
令
に
基

づ
く
適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

告
書
の
提
出
の
際
は
、
申
告
内
容
の

今
一
度
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
お
よ
び

償
却
資
産
の
申
告
は
市
税
の
電
子
申

告
（eLTA

X

〔
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
〕）

で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
市
税
の
電
子
申
告
に

つ
い
て
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
地
方
税
共
同
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

令和2年度の市・府民税（個人住民税）の主な改正点
【住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）の拡充】
　消費税率10％が適用される住宅取得等をして、令和元年10月1日～令和2年12月31日まで
の間に居住の用に供した場合、所得税の住宅ローン控除の適用期間が3年間延長（現行10年間
→13年間）されます。なお、11年目以降の3年間については、消費税率2％の引上げ分の負担
に着目した控除額の上限を設定しています。具体的には、各年において「建物購入価格の3分
の2％」または「住宅ローン年末残高の1％」のいずれか少ない金額を税額控除します。（10年
目までは改正前の制度と同様）
※建物購入価格、住宅ローン年末残高の控除対象限度額は、一 般住宅の場合4,000万円、認定
住宅の場合5,000万円（改正前の制度と同水準）。所得税額から控除しきれない額を、改正前の
制度と同じ控除限度額（所得税の課税総所得金額等の7％（最高13.65万円））の範囲で、翌年
度分の個人住民税から控除します。

【ふるさと納税制度の見直し】
　ふるさと納税（個人住民税に係る寄附金税額控除の特例控除額部分）の対象となる地方
団体を、一定の基準に基づき総務大臣が指定します。対象外地方団体に対して令和元年6
月1日以後に支出された寄附金は、ふるさと納税の対象外となります。（個人住民税の寄
附金税額控除の特例控除額部分は対象外になりますが、所得税の所得控除および個人住民
税の基本控除は対象になります。）
【大阪府森林環境税の延長】
　平成28年度から令和元（平成31）年度までにおいて、府民税均等割額に300円加算さ
れていますが、大阪府の条例改正により、令和５年度まで延長されることになりました。
※税制改正などについて詳しくは市ホームページをご覧ください。

広　

告

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ 10広報いずみさの 令和2年1月号
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:45（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
1月7日㈫・21日㈫ 13:00～ 17:50
消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）

月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～16:00
社会福祉センター 2階相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎469-2155）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 
13:00～16:00（受付は15:30まで）
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
分
の

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

相
談
・
申
告
書
の
受
付　

２
月
17
日

㈪
〜
３
月
16
日
㈪
（
閉
庁
日
除
く
）

※
申
告
相
談
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

場
所　

泉
佐
野
税
務
署

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の

た
め
の
申
告
会
場
】

日
時　

２
月
５
日
㈬
〜
12
日
㈬（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉

南 

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル　

【
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
人
の
雑
損
控
除
の
申
告
相

談
】

日
時　

１
月
14
日
㈫
〜
2
月
14
日
㈮

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

泉
佐
野
税
務
署

持
ち
物　

●
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
取
得
年

月
、
床
面
積
及
び
自
家
用
車
の
取
得

年
月
日
等
が
分
か
る
も
の(

売
買
契

約
書
・
領
収
証
で
そ
の
取
得
価
格
が

分
か
る
も
の
及
び
修
繕
費
な
ど
の
災

害
関
連
支
出
の
領
収
証
が
残
っ
て
い

れ
ば
併
せ
て
ご
用
意
く
だ
さ
い)

●
保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
る
金
額
が

あ
る
場
合
、
そ
の
金
額
が
分
か
る
書

類●
市（
町
）か
ら
交
付
を
受
け
た「
り

災(

被
災)

証
明
書
」
の
写
し(

交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
被
害
状

況
の
分
か
る
写
真
な
ど)

●
昨
年(
平
成
30
年
分)

、
税
務
署
で

申
告
し
た
人
は
そ
の
確
定
申
告
書
の

写
し

い
ず
れ
も

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

（
☎
４
６
２・
３
４
７
１
）

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
各
会
場
の
混
雑

状
況
に
よ
り
、
早
め
に
相
談
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【お詫び】
広報11・12月号 ◎教育相談「シャイン」
の電話番号に誤りがありました。お詫び
いたします。 

　

２
月
8
日
㈯
・
９
日
㈰
・
11
日

㈷
は
、
近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支

部
が
主
催
し
、
還
付
申
告
相
談
の

ほ
か
、
事
業
所
得
や
譲
渡
所
得
が

あ
る
人
や
贈
与
税
の
申
告
相
談
は

で
き
ま
す
が
、
申
告
書
の
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
。
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　　　　　　　　　　　　問合先　自治振興課危機管理室
　　　　　　　　　　　　ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/jichi/menu/bou/）

地域の絆づくり登録制度　「避難行動要支援者登録制度」をご存知ですか？

　地域の絆づくり登録制度とは、障害や高齢などで災害時に自力で避難す
るのが困難な人にあらかじめ名簿登録をしていただき、協定の締結をした
自主防災組織などの地域の支援団体に、その情報を提供することにより、
災害時の避難支援活動や安否確認、また平常時の見守りなどに役立てる制
度です。
　対象となる人には、登録用紙などを送付していますので必ず登録の有無
を回答してください。また、登録用紙などが届いていない人でも、災害時
に支援を要する人は登録することができますので問い合わせてください。
問合先　自治振興課、地域共生推進課

1月17日は防災とボランティアの日、1月15日～ 21日は
防災とボランティア週間です

　平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震災において、各種のボランティア活動
および住民の自発的な防災活動の重要性が広く認識されたことから、「防災とボラン
ティアの日」および「防災とボランティア週間」にそれぞれ指定されています。
ボランティア活動は、行政の対応能力を上回る多大なニーズに対応するだけでなく、

行政サービスが公平性の原則に基づくのと異なり、必要なサービス（活動）をもっと
も必要としている人に、必要な時に提供するという大きな特徴があります。
　この機会をきっかけとして、ボランティア活動への認識を深めるとともに、各家庭
の防災対策は十分なのか、改めて確認してみましょう。

　泉佐野市社会福祉協議会では、災害発生時に「災害ボランティアセンター」
を開設する協定を市と結んでいます。
　また、被災地支援としてボランティアバスの運行を行っております。令和
元年度台風19号で被災された栃木県佐野市へ11月15日～ 17日の間に、ボラ
ンティア14人と職員5人の計19人で被災された人々の支援を行いました。現
地での活動は、被災者宅の花壇や畑の泥・土を土のう袋に詰める作業で、約
30トンの土、土のう袋にして約1400袋を撤去しました。現地の最低気温は
5℃という気温でしたが、活動時間の日中は16℃～ 19℃まで上がり、汗をか
きながらの作業となりました。ボランティアバスの運行があれば情報を泉佐
野市社会福祉協議会ホームページに掲載しますので、ご確認ください。
　また、下記の「災害ボランティア事前登録事業」において、登録者には直
接情報の提供を行っていますので、興味のある人はご検討ください。

【災害ボランティアセンター事前登録者を募集しています】
　泉佐野市社会福祉協議会では、下記のような場合に、協力依頼（案内）をさせて
いただく、「災害ボランティア事前登録者」を随時募集しています。
●災害ボランティアセンター（以下、災害ＶＣ）を開設せずに被災者支援を行う場合
●近隣市町村の災害ＶＣへボランティアバス（ワゴン）を運行する場合
●泉佐野市社会福祉協議会が災害ＶＣを開設するに当たり、センター運営への人的
支援が必要な場合
●上記を想定した訓練を行う場合
　登録については、泉佐野市社協ボランティアセンター（☎464-2259）へ問い合
わせてください。
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学 校 園 紹 介

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
め
ざ
し
て

　人とうまくつながるためにはコ
ミュニケーション能力が重要です。
本校では、ホワイトボード（WB）
を活用し、互いの考えを伝え合う授
業を展開しています。ペアやグルー
プに分かれ、子どもたちはＷＢに意
見を書きます。テーマをもとにたく
さんの意見を出し（発散）一番伝えたいことをまとめ
（収束）これからどうしたいか（活用）を整理します。
ＷＢはすぐに書き直すことができるので話し合いもス
ムーズに進みます。最初は、総合や特活の時間に活用
していましたが、今では、国語や算数、図工や道徳など、
いろいろな教科学習でＷＢを活用し活発に意見交流が
できるようになってきました。

　個人の考えを引き出すために用い
たり、班での話し合い活動に使った
りと使い方はいろいろですが、子ど
もたちは積極的にＷＢに自分の考え
を書くことができています。頭で考
えていることや心で思っていること
を可視化・可聴化することは会話を

豊かにすることになります。教科学習や学校生活だけ
ではなく、大人になっても大切なことであるという将
来につながる学びをしていることも気づいていけるよ
うにと思います。これからはAIの進化により人間の能
力を超える多種多様なロボットが開発されます。そん
な時代に直面している子どもたちだからこそ、人と人
とのつながり、ぬくもり、笑顔に触れ合える実体験を
積ませていきたいと考えています。

　幼稚園と保育所が一体となり、０歳
～５歳児（１～３号認定児）までの子
どもたちが過ごす“さくらこども園”
としてスタートしてから、早くも６年
が経とうとしています。園庭にあるシ
ンボルツリーの山桜も子どもたちと共
に月日を重ね、成長を見守ってくれて

います。さくらこども園では、日々の生活や楽しい遊びの
中で様々な経験を通して共に共感し、育ち合い、学び合う
事を大事にしています。社会で必要なルールや人との関わ
りなど、集団生活の中から学ぶ事がたくさんあります。一
人ひとりが自分らしさを発揮しながら充実した毎日を過ご
せるよう、保育に取り組んでいます。
【楽しい遊びからの学び】年齢が大きくなってくると友だち
との関わりも増え、ルールのある遊びも楽しめるようになっ
てきます。その中で約束を守る事の大切さや社会性を養っ
ていきます。
【実体験からの学び】月に一回、火災や
地震など、いざと言う時に備えて避難
訓練を行っています。今年は夏のプー
ルで、実際にライフジャケットを着用
して浮かぶ経験もしました。「ちょっと
怖かった」「プカプカ浮かんだ」など
初めての経験に色んな感想がありまし
たが、実際に体験しておく事でいざと言う時に役立つよう、
日頃から災害に備えての意識も高めていきたいと思ってい
ます。
　また、隣接している第三小学校とも合同避難訓練を行い、
自身の身の守り方なども身につけるようにしています。

問合先
学校教育課

生活や遊びの中での学びを大切に･･･
　　　　　　　～さくらこども園～

つながりを大切に
～長坂小学校～

　

 「
人
権
」
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。
し
か
し
、
現
在
も

な
お
、
人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
国

際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー

(Hum
an Rights D

ay)

」と
定
め
、

加
盟
国
に
人
権
思
想
の
啓
発
を
要

請
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は

12
月
4
日
〜
10
日
の
1
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
啓

発
活
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
人
権
意
識

の
普
及
・
高
揚
の
た
め
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
「
人
権
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
の
つ

ど
い
で
は
、 

人
権
に
関
す
る
講
演

な
ど
の
他
に
、
市
内
小
・
中
学
生

に
よ
る
人
権
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
内
小
・

中
学
生
か
ら
、
作
文
や
詩
、
読
書

感
想
文
、
人
権
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、

書
道
な
ど
の
作
品
を
募
集
し
、
人

権
を
守
る
市
民
の
会
や
人
権
協
会
、

人
権
擁
護
委
員
な
ど
市
内
の
「
人

権
」
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
で
審
査

を
行
い
、
入
賞
し
た
作
品
を
表
彰
・

展
示
・
発
表
し
て
い
ま
す
。

各
小
・
中
学
校
に
お
け
る
人
権

教
育
は
、
年
齢
や
学
年
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
計
画
し
、

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
を
通
し
て
育
っ
て
き
た
豊

か
な
心
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
作
品
は
、
自
分
の
人
権

の
み
な
ら
ず
、
他
者
の
人
権
に
つ
い

て
も
大
切
に
し
て
い
る
意
識
が
見

ら
れ
、
審
査
員
の
み
な
さ
ん
の
心
を

打
つ
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

今
後
も
本
市
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
め
ざ
し
、

人
権
教
育
を
充
実
・
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意

識
高
揚
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域

が
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
人
権
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
添
え

が
不
可
欠
で
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

令和元年度 市民競技大会 結果 (敬称略）　

◆陸上
優　勝 2　位 3　位 優　勝 2　位 3　位

小学生男子100m 竹田陸人 前中暁仁 上中滉大 中学生女子走り幅跳び 孫左近京那 大谷真帆 植田杏樹
800ｍ 三村陸斗 梶本大稀 幸野伴南 走り高跳び 孫左近京那 神藤優佳里 ー

走り幅跳び 竹田陸人 梶本大稀 木村拓海 砲丸投げ 大橋瑶生 坂本千壽 堺　理衣子
走り高跳び 幸野伴南 ー ー 4×100m 孫左近京那 神藤優佳里 植田杏樹
4×100ｍ 松浪大起 廣岡優治 志村清弥 昼馬悠里 鳥光優奈 梅木　実

前中暁仁 上中滉大 原田弦士 岡安綺来 杉本芽衣 出原実乃梨
有政理央 徳島飛鳥 木村拓海 昼馬和芭 張野亜美 出原千璃
竹田陸人 田中隆太郎 村上瑞喜 高校生・一般男子100m 原田哲洋 辻田学人 中村颯征

小学生女子100m 坂田麻沙希 久保彩夏 明瀬祥恵 200m 宮本龍弥 寺下慶悟 辻田学人
800m 坂田麻沙希 門寺夏歩 大畑美月 400m 福田勝基 寺下慶悟 木戸口旺介

走り幅跳び 久保彩夏 門寺夏歩 奥田ふゆ 800m 中谷淳一 森内亮太 阪下駿介
走り高跳び 梶本沙良 ー ー 1,500ｍ 堺谷鋭人 行松利真 中筋理貴
4×100ｍ 奥田ふゆ 小池陽奈 吉岡桜香 3,000ｍ 田端　怜 西森健人 遠藤瑞季

梶本沙良 明瀬祥恵 宮脇初果 走り幅跳び 重野亮太 西口優人 武田青空
坂田麻沙希 中谷愛実 門寺沙絵 走り高跳び 植野優登 中村颯征 石井謙次
久保彩夏 原薗梨乃 門寺夏歩 砲丸投げ 濱口翔太 矢部祥太郎 石井謙次

中学生男子100m 小左古侑也 中野空翔 竹本空悟 4×100m 原田哲洋 辻田学人 辻　陸人
200m 小左古侑也 武本　篤 竹本空悟 福田勝基 寺下慶悟 岡本颯太
400m ー ー ー 宮本龍弥 中村颯征 岡本尚也
800m 丸岡春翔 上　雄大 中野空翔 西川陽斗 月木大賀 瀬崎恵斗
1,500m 上　雄大 岸本莞太 髙木　晴 高校生・一般女子100m 上原愛里花 辻巻里菜 坪井葉月

走り幅跳び 釜中亮輔 青木優斗 植木睴久 200m 十郎みのり ー ー
走り高跳び ー ー ー 800m 片山瑞姫 松本亜弓 ー
砲丸投げ 立田　弥 前田怜真 長東功大 1,500m 奥澤虹雨 片山瑞姫 堀田笑子
4×100m 釜中亮輔 中野空翔 小林孝誠 走り幅跳び 吉本来瞳 井谷涼音 朝倉由唯那

上　雄大 丸岡春翔 長東功大 走り高跳び 井谷涼音 ー ー
竹本空悟 細川　亮 角谷優月 砲丸投げ 西村知里 辻巻里菜 栗原　愛
小左古侑也 岸本莞太 伊藤優太 4×100m 栗原　愛 十郎みのり ー

中学生女子100m 上ノ山仁里 向井友希
高山まりな ー 上原愛里花 井谷涼音 ー

200m 上ノ山仁里 原田凜果 昼馬悠里 吉本来瞳 朝倉由唯那 ー
800m 野上菜都 原田凜果 品川藍空 西村知里 片山瑞姫 ー
1500ｍ 向井友希 清水つばさ 舛本来羽 共通レース女子400ｍ 及川櫻月 坪井葉月 ー

◆バスケットボール
優　勝 準優勝 3　位

一般男子 Poker Face マッドホッパーズ Willows・誠心館
一般女子 Unbalance Olive jr. ー

◆バドミントン
優　勝 準優勝 3　位

団
体

男子1部 KMクラブ(B) IBL(A) KMクラブ(A)
2部 IBL(B) BJC(B) 佐野高校(C)、和泉高校(B)

女子1部 パルプンテ KGF ビスケット
2部 久米田高校(B) 貝塚高校(A) シスターズ、BJC(A)
3部 日根野中学校(A) 日根野中学校(B) 泉佐野第三中学校(B)、山直中学校(C)

個
人

男子1部 藤本・塚野 稲垣・勝元 志賀・蕭、倉内(仁)・倉内(康)
2部 杉山・春吉 山本・孝口 松浪・森、栗木・北原
3部 中芝・成瀬 安田・北 松井・松本

女子1部 小谷・山野 高田谷・寳迫 児山・前川
2部 萩隅・竹原 中嶋・谷口 相坂・辻、中間・木谷
3部 波田・西原 吉成・前田 木下・水谷、キゾン・前澤
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◆柔道
優勝 準優勝 3位 4位

幼　年 山口颯祐 岡田蓮斗 室谷綾乃 ー

小学1年生 権藤　虎 村上辰馬 河合璃々希 近藤愛彩
2年生 松田晴希 名波　楓 石田苺実 宮下　空

3年生 岩井隆太 南野智哉 小猿祷史 藤田柚希

4年生 大平虎拍 南野晃佑 池上暖真 河合希々羅

5年生 伊藤蒼太 高橋佳志 塩山湧己 田口慶吾
6年生 川口天怜 野々瀬健太 山口蒼空 ー

優　勝 準優勝 3位 4位
中学生女子 衣笠夢奈 横山ふみな 萬谷来夢 谷本彩萌

中学生男子 石屋侑大 川上真太郎 大工柊碧 竹本景虎

一般女子 衣笠夢奈 萬谷来夢 横山ふみな 久保歩咲
一般
男子段外 田口義明 谷本　誠 ー ー

一般
男子有段者 萬谷智弥 宇尾野泰成 前薗　渓 門前　毅

◆体操
優　勝 2　位 3　位

男
子
初
級
の
部

マット 出口倫汎 熊取谷嘉人 ー

とび箱 志賀桜介 出口倫汎 ー

低鉄棒 原　知輝 出口倫汎 ー
女
子
初
級
の
部

マット 中原汐乃 東原苺風 小村知世

とび箱 服部楓香 米澤茉耶 東原苺風

低鉄棒 東原苺風 米澤茉耶 服部楓香
男
子
中
級
の
部

マット 和田楓太 ー ー

とび箱 水上　駿 ー ー

低鉄棒 小枩央樹 ー ー

優　勝 2　位 3　位
女
子
中
級
の
部

マット 山崎夏蓮 黒木亜子 ー

とび箱 黒木亜子 山崎夏蓮 ー

低鉄棒 黒木亜子 甲田菜々子 ー
男
子
上
級
の
部

マット 出口将汎 園田健太 ー

とび箱 園田健太 讃岐　任 ー

低鉄棒 出口将汎 河合兼信 ー
女
子
上
級
の
部

マット 稲垣有実 高原柚奈 ー

とび箱 鈴木温花 前田琉那 ー

低鉄棒 前田琉那 稲垣有美 ー

◆新体操
優　勝 2　位 3　位

フープ 土井心寧 南　来夢 ー
ボール 角谷理沙 宮川栞菜 ー

◆少林寺拳法
最優秀賞 優 秀 賞 優 良 賞 入　賞

団
体
演
武

小学4年生以下 梶川瑠璃
以下4人 ー ー ー

小学5年生以上 勝山玲奈
以下2人 ー ー ー

中学生以上 丘井駿平
以下3人 ー ー ー

単
独
演
武

白帯 河﨑秀幸 河﨑優希乃 ー ー

黄帯 中嶋啓喬 福本八久乃 ー ー

小学4年生以下 梶川瑠璃 兼次桜彩乃 室谷冴葵 道端悠陽

小学5年生以上 藤田蓮矢 勝山玲奈 唐金千穂 細川　翔
中学生 阪口煌貴 荒木風雅 細川　茜 丘井　駿平

組
演
武

小学4年生以下 兼次桜彩乃・
室谷冴葵

的場遥輝・
道端渉陽

梶川瑠璃・
中村涼乃 ー

小学5年生以上 勝山玲奈・
細川　翔

柴﨑愛夢瑠・
細川　翔 ー ー

中学生 兼次秀弥・
丘井駿平

阪口煌貴・
藤田蓮矢 ー ー

兄弟姉妹 細川　翔・
細川　茜

兼次倖大・
兼次秀弥

兼次桜彩乃・
兼次倖大

兼次桜彩乃・兼次秀弥、中嶋啓喬・中嶋厚智、
道端悠陽・道端渉陽

一般 細川　誠・
荒木風雅

淡路屋勇人・
仁部愛恵

向井真理子・
細川　茜 ー
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市
民
競
技
大
会サ

ッ
カ
ー

開
催
日　

２
月
23
日
〜
３
月
15
日
の

各
日
曜
日

場
所　

南
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　

16
歳
（
高
校
生
）
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
選

手
全
員
が
18
歳
以
下
の
場
合
は
成
人

の
責
任
者
が
必
要
）

※
４
級
以
上
の
資
格
を
持
っ
た
審
判

が
必
要

定
員　

１
チ
ー
ム
30
人
以
内
（
監
督

も
出
場
可
）

ル
ー
ル　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
準

じ
、
特
別
ル
ー
ル
は
泉
佐
野
市
サ
ッ

カ
ー
連
盟
で
決
定

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

２
月
2
日
㈰
ま
で

に
、
所
定
の
用
紙
に
参
加
費
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

抽
選
会　

２
月
8
日
㈯ 

午
後
７
時

〜　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館
（
市

民
総
合
体
育
館
）
会
議
室

第27回 泉佐野市民健康マラソン大会 結果 （敬称略）
種 別 優勝 2位 3位

一般
8㎞

男子 正崎大士 木村春馬 香庄秀起
女子 柿本憂子 浅井留美子 下田利恵

シニア
8㎞

男子 平木利一 菊元宏利 奥薗彰彦
女子 板東智加子 上田真澄 角林美保子

一般
3㎞

男子 上田英雄 敦賀重人 髙橋直暉
女子 昼馬真理子 竹中雅美 木ノ元陽子

中学生
3㎞

男子 廣野太陽 松浪　輝 田中大翔
女子 昼馬和芭 石山恵美 小川由乃

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・ 健康増進センターをご利用ください！
問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666

http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

◆J:COM末広体育館・会議室、
健康増進センター研修室  利用抽選会

日時　●3月利用分：2月5日㈬ 午前9時30分～
　　　●4月利用分：3月4日㈬ 午前9時30分～
場所　J:COM末広体育館 会議室
問合先　J:COM末広体育館（☎462-2005）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 620円

（月極 6,200円）
1回 410円

（月極 4,100円）1回 210円

高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 310円

（月極 3,100円）

1回 210円
（月極 2,100円）
※小学生以下

利用不可
1回 110円

3歳～中学生

障害者手帳を持っている人は無料。
※昨年10月以降、料金が変更されています。表示料金はすべ
て税込です。

◆遊泳時間

●身長120cm未満の小学生・未就学児が遊泳する場合、保護
者（18歳以上）の人が一緒に入水してください。
●小人（3歳～中学生）は保護者（18歳以上）の人が一緒に入
水する場合は午前9時～午後8時45分で遊泳可能です。
●学校水泳実施日など、詳細については問い合わせてください。
●スイミングキャップを必ず着用してください。

◆トレーニングジム初回講習会
　トレーニングジムをはじめて利用する人は受
講してください。

●料金はトレーニングジム利用料含む
●定員があるので事前予約をお願いします。
●障害者・介助者も初回講習会は有料です。

種別 優勝 2位 3位
小学生
（高学年）
2㎞

男子 佐藤広崇 角谷悠希 新井崚介
女子 竪　心結乃 久保彩夏 佐藤初香

小学生
（低学年）
2㎞

男子 新井克典 浅井心之介 木嶋谷果生
女子 末吉花帆 西浦夢花 山田　凜

利用者 時間

大人（高校生以上）午前9時～午後8時45分
（学校水泳実施日は午後0時～)

中学生 午前9時～午後7時
（学校水泳実施日は午後0時～)

身長120cm以上の
小学生 午後0時～ 5時

◇ 時間 定員 料金
午前11時～正午 各5人 620円午後7時～ 8時

時間 備考

午前9時～午後9時 
  （2時間単位）

●健康増進センター研修室  
半面：1,850円 
全面：3,700円 
●市民総合体育館会議室  
半面：1,350円  
全面： 2,700円

◆健康増進センター研修室・市民総合体育館会
議室をご利用ください。
　各種スポーツ団体・グループや、企業の研修
会・勉強会・ミーティングの場として、少人数
から約120名までご利用可能です。
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

部
落
差
別
は許

さ
れ
ま
せ
ん
！

〜
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〜

　

平
成
28
年
12
月
16
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
部
落
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然

に
部
落
差
別
が
な
く
な
る
と
考
え
る

の
は
誤
り
で
す
。
生
ま
れ
た
場
所
や

障
害
の
有
無
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な

く
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
は
、
引
き
続
き
部
落
差

別
解
消
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課 

あ
い
あ
い
講
座

ひ
き
こ
も
る
人
の

こ
こ
ろ
を
学
ぶ

〜
居
場
所
づ
く
り
と
支
援
の
現
状
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

知
識
・
見
識
を
深
め
る
こ
と
は
、
そ

の
人
た
ち
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と

に
役
立
ち
ま
す
。
逆
に
知
ら
な
い
こ

と
で
気
付
か
ぬ
う
ち
に
そ
の
人
た
ち

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
講
座
を
受
講
し
て
、
ひ
き
こ
も

る
人
た
ち
の
こ
こ
ろ
に
つ
い
て
知

り
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
30
日
㈭

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

講
師　

泉　

翔
さ
ん
（
特
活
ウ
ィ
ー

ク
タ
イ
代
表
理
事
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
29
日
㈬
ま

で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
e
メ
ー

ル
（jinken@

city.izum
isano.

lg.jp

）
で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
、
人
権
推
進

課
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
・
手
話
通

訳
あ
り
（
締
切
：
１
月
21
日
㈫
）

女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

　

女
性
弁
護
士
が
配
偶
者
、
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
か
ら
の
〝
暴
力
〞(

ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
性
暴
力
、
性
犯
罪)

被

害
に
関
す
る
相
談
や
離
婚
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
要
予
約
）

日
時　

1
月
31
日
㈮ 

午
後
１
時
〜

５
時
（
相
談
時
間
は
一
人
25
分
）

場
所　

岬
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

（
泉
南
郡
岬
町
多
奈
川
谷
川
１
９
０
５

番
地
の
22
）

対
象　

泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南

市
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、
岬
町
の
在

住
・
在
勤
者

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

‐
り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

1
月
8
日
㈬ 

午

前
９
時
以
降
に
電
話
で
岬
町
人
権
推

進
課
（
☎
４
９
２・
２
７
７
３
）
へ

※
相
談
無
料
。
一
時
保
育
（
1
歳
〜

就
学
前
）
あ
り
。
希
望
者
は
申
込
時

に

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

何
か
困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

キャッシュレス決済って何ですか

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る

カ
ー
ド
決
済
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
決
済
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
う

モ
バ
イ
ル
決
済
な
ど
、
広
い
意
味
で

「
現
金
以
外
の
方
法
で
支
払
う
手
段
」

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
２
０
２
５

年
ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

比
率
を
40
％
に
す
る
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
10
月
の
消
費
増
税
後
に
は
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
支
払
い
を
行
っ
た
消
費
者

に
今
年
６
月
30
日
ま
で
２
〜
５
％

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
行
う
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
金
を
持
ち
歩
く
こ
と
に
よ
る

「
ス
リ
」「
ひ
っ
た
く
り
」
と
い
っ

た
リ
ス
ク
が
減
り
、
財
布
か
ら
小

銭
を
取
り
出
す
煩
雑
さ
や
長
時
間

の
会
計
待
ち
か
ら
解
放
さ
れ
る
の

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
事
業

者
側
か
ら
見
て
も
、
現
金
の
受
け

渡
し
や
レ
ジ
締
め
の
作
業
、
現
金

の
管
理
負
担
が
減
少
す
る
の
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
ほ
か
、
利

用
者
の
購
買
情
報
を
用
い
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
高
度
化
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
決
済
手
段
は
店
舗
に
お
け

る
決
済
形
態
と
お
金
の
支
払
い
形

態
で
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
代
名
詞

と
な
っ
て
い
る
「
カ
ー
ド
決
済
」

●
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
「
タ
ッ
チ

決
済
」

●
新
し
く
登
場
し
た
「
Ｑ
Ｒ
・
バ
ー

コ
ー
ド
決
済
」
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
支
払
い
形
態
と
し
て
、

●
現
金
や
金
融
機
関
の
預
金
口
座

な
ど
か
ら
チ
ャ
ー
ジ
す
る
「
前
払

い
・
プ
リ
ペ
イ
ド
」

●
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
の

「
即
時
払
い
・
デ
ビ
ッ
ト
」

●
金
融
機
関
か
ら
の
「
後
払
い
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
」の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い

て
は
、「
便
利
そ
う
だ
け
れ
ど
、
何

に
ど
れ
だ
け
お
金
を
使
っ
た
か
、

把
握
し
に
く
い
の
で
は
」「
支
払
う

感
覚
が
薄
い
た
め
、
使
い
す
ぎ
て

し
ま
う
の
で
は
」
と
い
っ
た
不
安

が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
に
は
、
自
分
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
収
入
や

預
金
残
高
に
見
合
っ
た
範
囲
で
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

広報いずみさの 令和2年1月号17

泉佐野市令和2年1月号.indb   17 2019/12/13   15:26:35



　りんくう総合医療センターでの健康診断・人間ドックは、３階健康
管理センターにて病院施設を使いながら長らく実施していましたが部
屋が狭く、また検査のため院内を移動する必要があり、一度に多くの
みなさんに受診していただくことができませんでした。昨年10月1日
より健康管理センターでは新たに検査室を設けることにより、検査を
より多く実施することが可能になりました。また、健康診断システム
を一新したことで検査の実施や管理がスムーズになり、より迅速に、
より多く人の健康診断が可能となりました。
　特に今回、多くの人が加入されている協会けんぽの指定病院になっ
たことにより、事業者や企業のみなさんの健康診断もスムーズに受け
ていただけるようになりました。もちろん、従来から行っている被爆
者2世健診、各省庁独自項目に対する健診、就学時・就職時健診などにも幅広く対応することが可能となって
います。
　また、40歳以上におけるメタボリックシンドロームの評価も含めた特定健診においては、受診後、保健指導
対象となった人には当日中に保健指導を行い、生活習慣の改善によるメタボリックシンドローム発症予防をめ
ざしています。心原性脳梗塞の発見のための心電図スクリーニングで、心房細動患者を発見し、当院の一般外

来での治療につなげることで、発症予防に貢献しています。
　さらに、この健康診断における検査や診断をスムーズに進めること
により、従来から行っている人間ドックや脳ドック、乳がん検診、そ
の他各種健診業務なども、よりスムーズに進行できるようになりまし
た。外国人専用健診においても中国語の専門通訳が付き添い、日本語・
中国語の両方での検査結果報告書を発行しています。
　健康診断は脳梗塞・心筋梗塞といった動脈硬化の病気や、生活習慣
病である高血圧・脂質異常・糖尿病・またメタボリックシンドローム
の発見、さらにはガンの早期発見のために非常に重要です。このリ
ニューアルの機会に当院での健康診断を受診してみませんか。

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　健康管理センター  （☎469-3111（代表））
健康管理センター　リニューアルのご案内

水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

◀
血
圧
・
視
力
の
自
動
測
定

▶
採
血
コ
ー
ナ
ー

広　

告

広　

告
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指
定
医
療
機
関
で
の胃が

ん
検
診

（
胃
内
視
鏡
検
査
）

　

昨
年
7
月
か
ら
、
医
療
機
関
に
て

胃
内
視
鏡
検
査
で
の
胃
が
ん
検
診
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
に
該
当
す

る
人
は
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。（
集

団
検
診
で
の
胃
が
ん
検
診
は
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
に
な
り
ま
す
）

内
容　

問
診
・
胃
内
視
鏡
検
査
（
鎮

痛
薬
・
鎮
静
剤
は
使
用
し
ま
せ
ん
。）

対
象　

50
歳
以
上
の
市
民
（
2
年
に

1
回
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
下

記
参
照
）

自
己
負
担
金　

２
，
０
０
０
円
（
生

活
保
護
受
給
世
帯
・
世
帯
員
全
員
が

非
課
税
世
帯
に
は
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
減
免
制
度
を
利
用
す
る
に
は

検
診
前
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
提

示
で
無
料
と
な
り
ま
す
。）

申
込　

直
接
、指
定
医
療
機
関（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
へ
。
持
ち
物
な
ど

は
、
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※令和元年4月以降、胃がん検診を受けた人は、令和２年3月末まで受診できません。また、検診の除外条件（入
院中・胃疾患で受療中など）や検診の禁忌疾患（呼吸不全や急性心筋梗塞など）があります。抗血栓薬（ワルファ
リン・バファリンなど）を服用中の人は、主治医とご相談ください。

前年度

エックス線
検査を受診

未受診

内視鏡検査
を受診

エックス線
検査を受診

内視鏡検査
を受診

今年度

エックス線検査

内視鏡検査

い
ず
れ
も

受
診
不
可

×　

×

い
ず
れ
か
を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

い
ず
れ
も

受
診
不
可

×　

×

エックス線検査

内視鏡検査

い
ず
れ
か

を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

い
ず
れ
か

を
選
択

次年度

検診のフロー図

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
隊

　

私
た
ち
、
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
隊

が
大
木
地
区
で
活
動
し
始
め
た
理
由
の

１
つ
に
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
タ
ウ
ン
構
想

（O
rG
anic tow

n Idea

）
が
あ
り
ま

す
。 

単
な
る
健
康
な
ま
ち
だ
け
で
は
な

く
、
衣・食・住
の
本
質
と
根
本
を
知
り
、

考
え
た
上
で
、
そ
の
ま
ち
に
合
う
も
の

を
。
大
木
地
区
内
の
寺
社
仏
閣
を
活
用

し
た
お
さ
ん
ぽ
カ
フ
ェ
の
参
加
人
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
日
根
荘
遺
跡

蓮
華
寺
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
は
６
０
０
人
を
超
え
、
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
今
年
度
は
大
木
小
学
校
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
，
２
０
０

人
を
超
え
る
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
芸
術
・
手
作
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
活
か
し
、
大
木
の
「
木
」
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
「
光
」
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
大
木
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
め
ざ
す
べ
く
「
光

る
ア
ー
ト
大
木HO

TAL

」
と
い
う
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
木
の
新
た
な
魅
力
が
輝
き
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
山
手
の
九

条
家
の
ま
ち
と
浜
手
の
長
者
の
ま
ち
、
そ
し
て
現
代
版
い
ろ
は
蔵
と
も
言
え

る
関
西
国
際
空
港
を
有
す
る
空
の
ま
ち
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
繋
ぎ

合
わ
せ
る
構
想
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

【
み
ん
ま
ち
活
動
へ
の
参
加
の
お
願
い
】

●
実
ら
せ
隊
：
年
会
費 

１
口
１
，
０
０
０
円
〜
「
田
植
え
体
験
・
稲
刈
り

体
験
の
1
人
無
料
優
待
券
&
収
穫
し
た
大
木
米
の
か
わ
い
い
キ
ュ
ー
ブ
1

個
」
を
贈
呈
し
ま
す
。
※
特
典
は
口
数
に
比
例
し
ま
す
。

●
み
ん
ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
：
私
た
ち
が
展
開

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
す
。（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
田
植
え
、

稲
刈
り
、広
報
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
） 

●
広
報
支
援
隊
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
を
ご

覧
い
た
だ
く
形
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

http://m
inm
achi2016.seesaa.net/

【
問
合
先
】　

袋
谷
幸
宏
（
隊
長
）

em
ail

：m
inm
achi2015@

gm
ail.com

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
に
登
録
さ
れ
た
市
民
公
益
活
動
団
体

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲オーガニックマーケット
▲光るアート

大木HOTAL

※市民公益活動団体については、市のホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/）をご覧ください。
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　市民のみなさんに市政へのご理解ご協力をいただくため、市では毎年市職員の給与などを公表しています。
　なお、給与などの額は税・保険料などの各種控除前の額で、いわゆる手取額ではありません。
　また、本市では、平成23年7月～平成27年3月に8～13％、平成27年4月～令和2年3月に4～9％、職員給
料を減額しています。

問合先　人事課 

人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

平成31年3月末日現在 歳出額　（A） 実質収支 人件費　（B） 人件費率（B/A）

平成30年度 100,596 人 132,600,609 千円 60,539 千円 5,498,667 千円 4.1％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含みます。　　　（参考）平成29年度人件費率7.3％

部門別職員数の状況（各年4月1日現在）　　　　　（単位：人）
区 分 職 員 数 対前年

増減数 おもな増減理由平成30年 平成31年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5
総　　務 97 104 7 事務事業・体制の見直し
税　　務 35 37 2 事務事業・体制の見直し
民　　生 153 154 1 事務事業・体制の見直し
衛　　生 45 49 4 事務事業・体制の見直し
農林水産 13 17 4 事務事業・体制の見直し
商　　工 11 10 △1 事務事業・体制の見直し
土　　木 57 58 1 事務事業・体制の見直し
小　計 416 434 18

部
門

特
別
行
政

教　　育 54 54
小　計 54 54

普通会計 計 470 488 18

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　道 21 19 △2 事務事業・体制の見直し
そ の 他 50 47 △3 事務事業・体制の見直し
小　計 71 66 △5

合　計 541 554 13

　市職員の給与は、地方公務員法で
定められた3つの原則を基準に、市
の条例で定めています。
①職務給の原則
　給与は「職務と責任」に応じて決定
※本市の場合は、上記「一般行政職
の級別職員数」のとおり
②均衡の原則
　給与は「生計費」「国・地方公共
団体の職員の給与」「民間事業従事
者の給与」などを考慮し決定
③条例主義
　給与額・勤務時間・その他の勤務
条件は、住民の代表である議会の議
決を経て、条例で定める

職員構成
（平成31年4月1日現在・[　]は平均年齢）

一般行政職の級別職員数
（平成31年4月1日現在）

職員数職員数
554人554人

［44.76歳］［44.76歳］
100％100％

職員数職員数
369人369人
100％100％

【
注 

意
】

●
泉
佐
野
市
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分

別
職
員
数
で
す
。

●
（ ）
内
は
各
級
の
代
表
的
な
職
名
で
す
。

●
１・
２
級
は
経
験
年
数
な
ど
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

一般行政職一般行政職
（事務・技術など）（事務・技術など）
369人369人
［46.3歳］［46.3歳］
66.6％66.6％

特定任期付職員 特定任期付職員 2人2人
［58.0歳］0.4％［58.0歳］0.4％

福祉職福祉職 72人 72人
［40.3歳］13.0％［40.3歳］13.0％

税務職税務職 37人 37人
［40.8歳］6.7％［40.8歳］6.7％

医療技術職医療技術職 5人 5人
［45.4歳］0.9％［45.4歳］0.9％

看護師・保健師看護師・保健師 15人 15人
［41.0歳］2.7％［41.0歳］2.7％

技能・労務職技能・労務職 13人 13人
［51.1歳］2.3％［51.1歳］2.3％

教育職教育職 22人 22人
［33.5歳］3.4％［33.5歳］3.4％

水道企業職員水道企業職員 19人 19人
［48.4歳］3.4％［48.4歳］3.4％ 7級（部長）7級（部長）

31人 8.4％31人 8.4％

8級（政策監）8級（政策監）
8人 2.2％8人 2.2％

6級（課長）6級（課長）
58人58人

 15.7％ 15.7％

5級5級
（課長代理）（課長代理）

75人  75人  
20.3％20.3％

4級（係長）4級（係長）
74人 20.0％74人 20.0％

3級（主任）3級（主任）
67人67人

 18.2％ 18.2％

2級（係員）2級（係員）
35人 9.5％35人 9.5％

1級（係員）1級（係員）
21人 5.7％21人 5.7％

市　職　員　の　給　与

給与を決める三原則
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平均給料月額 
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
市 328,882円 46.6歳
国 329,433円 43.4歳

技能・労務職
市 330,779円 51.2歳
国 287,312円 50.9歳

経験年数別・学歴別平均給料月額 

区　分
経　 験　 年　 数

10年 15年 20年

一 般
行政職

大
学
卒

241,440円 264,864円 278,688円

高
校
卒

222,048円 246,816円 268,800円

技 能・
労務職

高
校
卒

222,048円 246,816円 268,800円

※経験年数とは、採用後の年数（卒業後直ちに
採用され引き続き勤務している場合）です。

一般行政職の初任給 
区　分 初 任 給

大学卒
市 181,344円
国 180,700円

高校卒
市 153,408円
国 148,600円

特別職の報酬等
区　分 給料月額

（減額措置後） 期末手当の支給割合

給　

料

市 長 860,000円
（516,000円＊1）

平成30年度
6月期  2.125月分
12月期 2.325月分
令和元年度
6月期  2.225月分

副市長 740,000円
（481,000円＊1）

教育長 660,000円
（462,000円＊1）

水道事業
管理者

640,000円
（448,000円＊1）

報　

酬

議 長 620,000円
（558,000円＊2）平成30年度

6月期  2.125月分
12月期 2.325月分
令和元年度
6月期  2.225月分

副議長 580,000円
（522,000円＊2）

議 員 550,000円
（495,000円＊2）

退職手当
区 分（一部） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分  24.58688月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分  47.709月分
最高限度 47.709月分      47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置2～30％加算
1人あたり平均支給額 10,225千円  19,979千円
注意
●退職手当の支給割合は市と国とで同じでした。
●「1人あたりの平均支給額」は、平成30年度に本市を退職し
た全職種に係る職員に支給された平均額です。
●「勧奨」とは、高齢職員などに対し、職員の新陳代謝の促進
および人事の刷新などを図るため、勇退を勧奨し、これに応
じて退職した場合をいいます。

職員手当　※［　］は国の基準
手当の種類 内　容

扶養手当

●配偶者6,500円（政策監は3,500円）
●配偶者以外の扶養親族
子10,000円、父母等6,500円（政策監は3,500円）
●満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
扶養親族である子への加算1人につき5,000円

地域手当（給料＋扶養手当＋管理職手当）×6％ 
平成30年度1人あたり平均支給年額 252,664円

管理職手当

●政策監　　85,000円
●部長　　　60,000円～80,000円
●次長　　　50,000円～60,000円
●課長　　　45,000円～55,000円
●課長代理　30,000円～40,000円

通勤手当

交通機関
利用者

月額55,000円を限度とし全額支給 
※支給方法は6ヵ月定期券などの価
額を一括支給

交通用具
利用者

用具に応じ 34,800円［31,600円］
を上限として支給

住居手当

借
家

月額12,000円を超える家賃を支払っている場合
に27,000円［27,000円］を上限として支給

持
家支給なし［支給なし］

時間外勤務
手当

管理職を除く職員対象
平成30年度支給総額 130,931千円
（1人あたり平均支給年額 421千円）

特殊勤務
手当 平成25年4月1日～廃止

期末・勤勉
手当

支給時期 市 国

平成30年度
  6月期 2.125月分 2.125月分

12月期 2.325月分 2.325月分

令和元年度   6月期 2.225月分 2.225月分

職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

いずれも平成31年4月1日現在の状況です。

＊1…平成23年6月～令和2年3月の支給額
＊2…平成27年4月～令和2年3月の支給額
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

一時的保育サービス
　保護者の断続的な就労や傷病などで、急に保育が必要になったと
きに、一時的に子どもを保育します。
利用時間　午前8時30分～午後4時30分
利用料　●0～2歳児…1日3,000円
　　　　●3～5歳児…1日2,000円
場所・申込・問合先

園　名 住　 所 電話番号
すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
なかよしこども園 中庄831-5 464-5010
ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
あおいこども園 長滝4067 464-3466
ひねのこども園 日根野7277 468-0345
清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972
下瓦屋保育園 上瓦屋610-1 463-3359
泉ヶ丘保育園 鶴原935-3 463-0041
こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447
こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴原保育園 鶴原1033 463-0065

※人数に制限があり、利用できない場合があります。
　詳しくは、各園に問い合わせてください。

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べた
り、宿題をしたり、安らぎを感じ
られるような子どもの居場所を提
供します。
　月に一度の「農 業体験」では、
土に触れ、食べ物を育て、採れた
作物の試食をするなどの体験がで
きます。ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日
　　　午後3時～7時
【農業体験】
　チューリップを植える予定です。
日時　1月18日㈯
　　　午後2時～4時
持ち物　水筒、軍手、帽子

いずれも
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 eメー
ル：info@the3rdplace.jp）

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　赤ちゃんの身体が急に大きくなる
乳児期後半は、鉄分が不足する頃で
す。上手に鉄分を摂るために、手づ
かみ食べのメニューを紹介します。
日時　1月20日㈪
　　　午後1時～2時15分
場所　
次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※講習会後、午後3時まで赤ちゃ
ん相談会もしています。体重計測
が自由にできます。 「スタートの
頃から」の次回は2月実施予定。

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事
について個別相談ができます。
日時　1月15日㈬
　　　午前9時30分～11時
※1人30分
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象
1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

毎月19日は「食育の日」
　減塩は生活習慣病の予防とな
ります。
　だし・スパイス・かんきつ類
を利用して、美味しく減塩しま
しょう。
問合先　健康推進課 

乳児の結核予防接種（BCG）
　乳児の結核を予防するために、
実施します。
日時　1月16日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　平成31年1月17日～令和元
年8月17日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
 問合先　健康推進課
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【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
1日㈷～4日㈯、6日㈪、14日㈫、20日㈪、27日㈪、30日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈷～4日㈯、14日㈫、30日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、1日㈷～4日㈯、13日㈷、30日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 15日 5日
26日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 17日 7日
28日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 15日 5日
26日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 17日 7日

28日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 15日 5日
26日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 24日 14日 1時10分～2時10分

第三小学校 8日
29日 19日 1時00分～2時00分 府営長滝住宅集会所 24日 14日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 8日
29日 19日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅

一斉清掃ゴミ置き場前 25日 15日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 22日 12日 1時25分～2時25分 貝田町会館 25日 15日 2時30分～3時10分

上之郷小学校裏門 16日 13日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 25日 15日 3時30分～4時30分

安松町会館 16日 13日 2時30分～3時10分 樫井西町若宮神社境内 11日 1日
22日 1時00分～2時00分

西出町会館 9日 6日 2時20分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 11日 1日

22日 2時15分～3時15分

府営鶴原北住宅集会所 9日 6日 3時30分～4時30分 湊町会館 11日 1日
22日 3時40分～4時30分

日新小学校南門 10日
31日 21日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 18日 8日

29日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 10日
31日 21日 2時50分～3時30分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場 18日 8日
29日 2時20分～3時20分

土丸長生会館 10日
31日 21日 3時50分～4時30分 北中ちびっこ広場 18日 8日

29日 3時30分～4時30分

移動図書館 いちょう号巡回表 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶本当は、ずっと愚かで、
はるかに使えるAI（山田誠二）▶
精神科医がたどりついた「孤独力」
からのすすめ（保坂　隆）▶生き
づらさについて考える（内田　樹）
▶図解身近にあふれる「気象・天
気」が3時間でわかる本（金子大輔）
▶58歳から日々を大切に小さく暮
らす（ショコラ）▶オリンピック
は平和の祭典（舛本直文）

【児童書】▶あなあなはてな（は
らぺこめがね）▶きょうのぼくは
どこまでだってはしれるよ（荒井
良二）▶空飛ぶ微生物ハンター（佐
久間　博）▶義足と歩む（松島恵
利子）▶親子で楽しむかんたんプ
ラモデル（廣田恵介）▶イーム・
ノームと森の仲間たち（岩田道夫）

※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

おやこヨガ
～パパ・ママと子どもの

健康づくりに！～
　スキンシップにヨガを取り入れて、
心も体もリフレッシュ＆リラックス！
開催日　1月29日㈬
コース・時間
①なでなでヨーガ…

午前10時～10時45分
②まねまねヨーガ…

午前11時15分～正午
対象
①生後5・6ヵ月のおすわり期～は
いはい期の乳児と保護者
②よちよち期～2歳の乳幼児と保護者
定員　各8組（先着順）
講師　井上照子さん

（こどもヨーガ准専門士）
持ち物　バスタオル、ふた付きの飲
み物
場所・申込・問合先　
1月7日㈫以降に電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館へ
※参加無料。服装は動きやすいもので

土曜子どもシアター
日時　1月11日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「アイスエイジ」（82分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどを
します。気軽にお越しください。
日時　1月15日㈬、2月5日㈬・19
日㈬ 午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
289
回

　
　
　
　
　
　
　
「
泉
佐
野
に
残
る
家
相
図
①
」

▲中庄新川家に残された家相
図トレース

　

今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
１

月
18
日
㈯
よ
り
開
催
の
令
和
元
年

度
冬
季
企
画
展
「
泉
佐
野
の
家
相

図
―
江
戸
時
代
の
占
い
ブ
ー
ム
―
」

に
関
す
る
話
を
し
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
内
に
は
数
多
く
の
古

民
家
が
今
な
お
残
っ
て
お
り
、
本

市
を
縦
断
し
大
阪
と
熊
野
を
繋
ぐ

熊
野
街
道
沿
い
の
長
滝
の
喜
多
家
、

樫
井
の
奥
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）

は
そ
の
代
表
例
で
す
。
現
在
で
は

珍
し
い
日
本
建
築
に
は
、
採
光
・

動
線
・
収
納
・
水
場
な
ど
数
多
く

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
工
夫
に
は
暮
ら
し
の
知
恵

だ
け
で
は
な
く
占
い
に
よ
る
吉
凶
、

す
な
わ
ち
風
水
の
智
識
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
日

本
に
お
け
る
風
水
の
始
ま
り
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

家
相
が
誕
生
す
る
礎
と
な
っ
た

風
水
は
、
古
代
中
国
で
成
立
し
た

地
形
占
い
（
地
相
）
を
含
む
人
の

住
む
環
境
や
空
間
に
対
す
る
思
想

の
一
つ
で
す
。
そ
の
根
幹
に
は
、

大
地
の
気
の
流
れ
と
土
地
の
相
（
吉

か
凶
か
、
水
気
が
多
い
か
な
ど
）

を
判
断
し
、
そ
こ
に
住
む
人
へ
の

災
い
を
防
ぎ
、
幸
福
を
招
こ
う
と

い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
人
々
が

暮
ら
す
空
間
を
「
陽
宅
」、亡
く
な
っ

た
祖
霊
が
住
ま
う
場
所
（
墓
所
な

ど
）
を
「
陰
宅
」
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
を
風
水
で
診
断
を
し
て
、
相
の

良
い
場
に
建
て
る
こ
と
で
そ
こ
に

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑥
　　　～絵図編（５）「新道出牛神」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　日根野にある「新道出牛神（しんどうでうしがみ）」は、約700年前に描
かれた「日根野村絵図」の「牛神松」の場所と推定されています。農家が
飼育している牛の無事息災を祈願してまつられた民間信仰の神で、「牛神さ
ん」と呼ばれて親しまれています。かつては７月７日の七夕に牛神祭りが
行われていましたが、今でも新道出では祭りの日（現在は８月７日に開催）
には供物をし、清掃を実施しています。
　現在の境内には社殿はなく、祠と近世の石灯篭のみが残っています。絵
図には「牛神松」と書かれていますが、当時の松は枯れてしまったと言われ、
現在は幸い自生した松が育っています。牛神さんの横にある木は「クスド
イゲ」と言う山口県や和歌山県以南の海岸沿いに生える高木で、葉からト
ゲが出ています。泉佐野市内では、この１本しか見つかっていない貴重な
木となっています。

※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）

新
道
出
牛
神
▼

◀
日
根
野
村
絵
図
に
記
さ

れ
た
「
牛
神
松
」

住
む
人
々
や
そ
の
子
孫
の
攘
災
招

福
を
願
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
古

代
中
国
で
は
風
水
や
易
・
八
卦
で

地
相
を
占
い
、
皇
帝
の
住
む
宮
殿

を
建
て
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
風
水
は
古
代
日
本
に
お
い

て
も
重
要
で
し
た
。
日
本
で
史
料

上
に
確
認
で
き
る
風
水
に
つ
い
て

は
、「
日
本
書
紀
」
推
古
天
皇
10

（
６
０
３
）
年
に
僧
観
勒
が
「
暦
書
」

（
こ
よ
み
の
た
め
し
）・「
天
文
・
地

理
書
」（
て
ん
も
ん
・
ち
り
の
よ

み
）・「
遁
甲
・
方
術
書
」（
と
ん
こ

う
・
ほ
う
じ
ゅ
つ
の
ふ
み
）
を
日

本
に
伝
え
た
と
い
う
記
述
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
の
「
地
理

書
」
が
風
水
書
で
す
。「
風
水
」
は

古
代
日
本
で
は
「
地
理
」・「
堪
與
」

と
い
う
名
で
呼
ば
れ
、
主
に
陰
陽

寮
（
天
文
観
測
・
暦
の
作
成
・
占
い
・

時
計
計
測
を
行
う
国
の
役
所
）
の

陰
陽
師
（
占
筮
・
相
地
：
易
・
八
卦
、

土
地
占
い
﹇
風
水
の
こ
と
﹈）
が
扱

い
ま
し
た
。
観
勒
は
、
中
国
唐
代

に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
風
水
と
は

別
の
、
陰
陽
五
行
説
と
習
合
す
る

以
前
の
風
水
を
持
ち
込
ん
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
武
・
天
智
朝
期
、
日
本
は
国
家

形
成
に
最
善
を
尽
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。
当
時
の
王
権
（
皇
帝
・
天
皇
）

は
、
時
間
と
空
間
を
支
配
す
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、
中
国

で
は
時
間
は
暦
、
空
間
は
占
い
を

活
用
す
る
こ
と
で
支
配
し
て
い
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
ま
し
た
。
日
本
も

同
様
と
思
わ
れ
、
暦
を
作
る
た
め
の

天
文
観
測
、
日
時
の
計
算
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
風
水
術
は
、
こ
の
空
間

支
配
を
示
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
藤
原
京
、平
城
京
、

平
安
京
は
全
て
風
水
術
で
土
地
を
占

い
、
立
地
を
計
算
し
て
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
（「
続
日
本
紀
」
ほ
か
）。
そ

こ
に
は
、
風
水
術
を
都
選
定
の
根
拠

に
利
用
す
る
権
威
付
け
の
意
図
が
垣

間
見
え
ま
す
。
次
回
は
四
神
相
応
と

風
水
に
つ
い
て
扱
い
ま
す
。

※
風
水
に
つ
い
て
は
歴
史
館
い
ず
み

さ
の
歴
史
学
講
座
宗
教
史
編
「
陰
陽

道
特
論
」
に
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
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泉佐野市令和2年1月号.indb   24 2019/12/13   15:26:42



【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

文
化
・
教
養

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

長
南
公
民
館☎

４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
大
人
の
ピ
ア
ノ
講
座
（
全
３
回
）

〜
初
心
者
か
ら
の
ピ
ア
ノ
講
座

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
〜

開
催
日　

１
月
21
日
㈫
、
２
月
４
日
㈫
・

18
日
㈫

時
間　

①
午
後
１
時
〜
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
〜
３
時

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

※
全
回
受
講
可
能
な
人
優
先

講
師　

高
野
真
理
子
さ
ん
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

資
料
代　

１
０
０
円

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
17
日
㈮

ま
で

■
和
菓
子
づ
く
り

〜
上
生
菓
子
を
作
っ
て
み
よ
う
〜

日
時　

２
月
14
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

株
式
会
社 

む
か
新 

菓
子
職
人

材
料
費　

５
０
０
円

申
込　

１
月
17
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
５
日
㈬
ま
で

■
季
節
の
発
酵
食
料
理　

〜
元
氣
に
冬
を
乗
り
切
ろ
う
！
旬
の
食

材
を
発
酵
調
理
で
温
め
プ
ラ
ス
〜

　

一
年
を
通
し
て
一
番
冷
え
込
む
こ
の

季
節
に
、
温
め
効
果
の
高
い
冬
の
食
材

に
発
酵
調
味
料
の
力
と
熱
を
加
え
る
調

理
法
で
、
身
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　

１
月
24
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

根
菜
の
発
酵
味
噌
チ
ゲ

鍋
、
簡
単
大
根
も
ち
、
蒸
し
野
菜
の
お

か
ず
味
噌
デ
ィ
ッ
プ
サ
ラ
ダ
、
に
ん
じ

ん
ご
は
ん

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
嶋　

桂
さ
ん
（
い
な
ほ
醸
し

人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

１
月
４
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
17
日
㈮
ま
で

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
の

ト
ラ
ブ
ル
防
止
策

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
基
礎
や
利
便

性
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
学
び
ま

す
。

日
時　

１
月
28
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
） 

講
師　

田
中
千
香
子
さ
ん
（
大
阪
府
金

融
広
報
委
員
会 

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
23
日
㈭

ま
で

※
受
講
無
料　
　

■
節
分
に
食
べ
る
恵
方
巻
作
り

　

ヘ
ル
シ
ー
な
巻
き
寿
司
を
自
分
で
作

り
ま
し
ょ
う
！
当
日
は
、
白
和
え
、
ご

は
ん
、み
そ
汁
を
作
っ
て
食
事
し
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
） 

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
1
月
25
日
㈯
ま
で

■
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
冬
の
か
ら
だ
ぽ
か
ぽ
か
メ
ニ
ュ
ー
」

　

冷
え
は
万
病
の
も
と
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
体
に
と
っ
て
は
大
敵
！
美
味
し
い
食

事
で
寒
さ
に
強
い
体
作
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

１
月
29
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　

鶏
肉
の
梅
煮
、
の
っ
ぺ
い

汁
、
小
豆
カ
ス
テ
ラ
、
し
ょ
う
が
紅
茶

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
） 

講
師　

森
下
智
将
さ
ん
（
佐
野
記
念
病

院 

栄
養
管
理
科 

栄
養
士
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
1
月
23
日
㈭
ま
で
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文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
新
春
「
お
わ
ら
い
寄
席
」

〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

日
時　

１
月
26
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　
　
　

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

出
演　

泉 

佐
野
落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
）

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
入
場
無
料

■
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

　

い
ざ
と
い
う
時
に
困
ら
な
い
、
美
し

く
書
け
る
の
し
袋
の
表
書
き
と
名
前
。

綺
麗
な
字
で
印
象
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

１
月
30
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上　
　
　
　
　
　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

的
場
江
陽
さ
ん

材
料
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込　

１
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
22
日
㈬
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

■
陶
芸
教
室　

お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

　

可
愛
い
お
ひ
な
さ
ま
作
り
に
挑
戦
し

ま
す
。
お
皿
や
お
茶
碗
な
ど
好
き
な
作

品
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時　

１
月
25
日
㈯

　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み

さ
の

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
、
大
人
の
み

不
可

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
14
日
㈫
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月

23
日
㈭
ま
で

　

い
ず
れ
も
申
込
は
電
話
で
専
用
番

号
（
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
）
へ

■
デ
コ
巻
ず
し
作
り

　

今
年
の
恵
方
巻
き
は
お
し
ゃ
れ
な
デ

コ
巻
ず
し
に
し
ち
ゃ
お
う
！

日
時　

２
月
１
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
青
少

年
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
永
直
子
さ
ん

（bananashoku

堂
）

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
男
性
向
け
料
理
講
座

　

小
学
生
、
中
学
生
の
参
加
も
大
歓

迎
!!

【
①
豚
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん
を
つ
く
ろ
う
！
】

　

初
め
て
の
人
で
も
お
い
し
く
簡
単
に

つ
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

１
月
26
日
㈰

申
込　

１
月
４
日
㈯
〜
18
日
㈯
に
電
話

で
。材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月

18
日
㈯
ま
で　
　
　

【
②
メ
ロ
ン
パ
ン
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ン
を

つ
く
ろ
う
！
】

　

サ
ク
サ
ク
ク
ッ
キ
ー
生
地
の
メ
ロ
ン

パ
ン
と
チ
ー
ズ
＆
ゴ
マ
の
香
ば
し
い
ス

テ
ィ
ッ
ク
パ
ン
を
簡
単
で
お
い
し
く
作

り
ま
す
。

開
催
日　

２
月
16
日
㈰

申
込　

１
月
７
日
㈫
〜
２
月
８
日
㈯
に

電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
８
日
㈯
ま
で

い
ず
れ
も

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
パ
パ
ッ
と
中
華
」

〜
鍋
ひ
と
つ
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

１
月
28
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

八
宝
菜
、手
羽
先
煮
込
み
、

中
華
風
鶏
卵
汁
、
セ
ロ
リ
と
豆
腐
の
和

え
物
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う

対
象　

健
康
や
栄
養
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

男
女
各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
」

　

年
に
一
度
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
を
！

日
時　

２
月
３
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

１
月
14
日
㈫
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月

23
日
㈭
ま
で　
　
　
　
　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上
の
男
性

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん
（
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

６
０
０
円　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

バ
ン
ダ
ナ
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
袋
）

※
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
①
１
月

11
日
㈯
②
１
月
25
日
㈯
）。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
人
に
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
こ
け
し
雛
」

　

ふ
た
り
寄
り
添
っ
て
、
春
の
訪
れ
を

待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
な
お
雛
様
で
す
。

日
時　

１
月
31
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
は
さ
み
、
手
芸

用
ボ
ン
ド

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■O
ffi  ce

利
活
用

〜
仕
事
に
役
立
つ
知
識
を

身
に
着
け
よ
う
〜

　

W
ord

、Excel

の
基
礎
知
識
を
勉

強
し
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
〜
３
月
17
日
の
毎
週

火
曜
日 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
全
５
回
）

対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
（
文
字

入
力
・
マ
ウ
ス
・
フ
ァ
イ
ル
操
作
）
の

で
き
る
16
歳
以
上

定
員　

19
人
（
先
着
順
）

講
師　

杉
村
清
美
さ
ん（
IT
認
定
講
師
）

受
講
料　

２
，
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

申
込　

１
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
で
イ
ニ
シ
ャ
ル

バ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム

　

バ
ッ
グ
や
小
物
に
付
け
る
だ
け
で
お

し
ゃ
れ
度
を
ア
ッ
プ
す
る
チ
ャ
ー
ム
。

コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
と
お
好
き
な
イ
ニ

シ
ャ
ル
を
つ
け
て
作
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

■
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
っ
て
何

だ
ろ
う
？

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
す
。
怒
っ
て
し
ま
っ
て
後
悔
、
怒

ら
な
く
て
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
っ

て
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
基
本
的
な
内

容
を
楽
し
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
本
ち
づ
き
さ
ん
（
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
込　

１
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
20
日
㈪
ま
で

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
澤
由
美
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
２
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

申
込　

１
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
22
日
㈬
ま
で

各
種
文
化
・
教
養

■
泉
佐
野
市
吹
奏
楽
団　

第
12
回
定
期
演
奏
会

日
時　

１
月
13
日
㈷ 

午
後
２
時
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル 

マ
ル

チ
ス
ペ
ー
ス

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
③
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
②
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

③
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

２
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
②
の
み
）

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で

開
催
日

（
１
月
）

講 

座 

名 

①
18
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
21
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

③
24
日
㈮
い
ま
さ
ら
聞
け
な
いメ

イ
ク

曲
目　

伝
説
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
パ
プ

リ
カ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

メ
ド
レ
ー
２
ほ
か

問
合
先　

中
川

（
☎
０
９
０
・
９
１
１
０
・
１
６
０
１
）

※
申
込
不
要
、 

観
覧
無
料

■
ｉ
ｃ
ａ
イ
ベ
ン
ト

【
正
月
を
遊
ぼ
う
】

〜Enjoy N
ew
 Year

〜

　

お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
昔
懐
か
し
い

遊
び
や
お
茶
席
な
ど
の
日
本
文
化
を
と

お
し
て
、外
国
人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
26
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

国
際
交
流
基
金 

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

協
力　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う

申
込
期
日　

１
月
17
日
㈮

【
和
菓
子
作
り
体
験
講
座
】

〜w
a

・ga

・shi

っ
て奥

が
深
〜
い
！
〜

　

菓
子
職
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

上
生
菓
子
を
作
り
ま
す
。

日
時　

２
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

む
か
新 

菓
子
職
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

申
込
期
日　

１
月
24
日
㈮

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　

申
込
期
日
ま
で
の
火

〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

（
ｉ
ｃ
ａ
）（
☎
４
２
９・９
７
４
１ 

Fax
４

２
９・
９
７
４
２ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）
へ

※
参
加
無
料 

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
６
日
㈭
ま
で

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

　

１
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は

休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

■
市
民
健
康
講
座

「
見
つ
け
て
は
い
け
な
い
が
ん
が

あ
る
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？
」

〜
過
剰
診
断
か
ら

自
分
を
・
家
族
を
守
ろ
う
〜

　

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

髙
野　

徹
（
糖
尿
病
・
内
分
泌

代
謝
内
科
主
任
部
長
兼
検
査
科
部
長
兼

甲
状
腺
セ
ン
タ
ー
長
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

健　

康

健　

康
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文
化
・
教
養

健
康
推
進
課

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
27
日
㈪

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
南
側
）
で 

内
容
を
変
更
し
て
実

施集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

２
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健

康
推
進
課
へ　

※
受
講
無
料 

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
お
な
か
ポ
ッ
コ
リ
を
解
消
し
て
ス
ッ

キ
リ
ボ
デ
ィ
を
め
ざ
そ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

１
月
31
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
初
め
て
の
人
優
先
。
会
場
で
の
血
圧

値
が
最
高
血
圧
値
180
㎜
Hg
ま
た
は
最
低

血
圧
値
100
㎜
Hg
以
上
の
人
は
、
運
動
実

技
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　

20
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

１
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

■
糖
尿
病
教
室
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！
血
糖
値
・
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ンA

1C

・eG
FR

！
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
か
ら
だ

■
椅
子
ゆ
る
く
®
体
操
体
験
講
座

〜
自
分
の
体
は
、
自
分
で
守
ろ
う
！
〜

　

椅
子
に
座
っ
て
行
え
るYU

RU
KU

®

の
体
操
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
、
姿
勢

教
育
に
、
活
用
で
き
ま
す
。

日
時　

１
月
30
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
桃
子
さ
ん（YU

RU
KU

®

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル(

体
操
に

も
使
用
し
ま
す)

、
飲
料
水
、
滑
り
止

め
付
き
靴
下
ま
た
は
上
靴

※
服
装
は
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
で

申
込　

１
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
体
験
講
座

〜
自
分
で
で
き
る

頭
か
っ
さ
＆
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
〜

　
「
か
っ
さ
」
と
は
中
国
伝
統
医
術
の

一
つ
で
、
民
間
療
法
と
し
て
数
千
年
に

渡
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

効
用
と
し
て
は
、
体
内
毒
素
の
排
除
、

細
胞
の
活
性
化
、
新
陳
代
謝
の
促
進
、

経
路
の
流
れ
を
良
く
す
る
、
免
疫
機
能

の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。
セ
ル

■
東
洋
医
学
「
未
病
ス
コ
ア
」

〜
あ
な
た
に
合
っ
た
経
絡
の
び
の
び
体

操
と
ス
マ
ー
ト
薬
膳
の
ご
紹
介
〜

　
「
経
絡
」
…
東
洋
医
学
の
概
念
で
、

体
の
表
面
を
走
る
「
気
・
血
」
と
い
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
通
路
で
す
。
こ
の
流

れ
が
滞
れ
ば
病
気
に
な
る
と
さ
れ
、
鍼

灸
で
は
経
絡
上
の
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
調

整
し
ま
す
。
今
回
の
体
操
は
、
点
の
ツ

ボ
よ
り
線
の
経
絡
を
伸
ば
す
こ
と
で
広

範
囲
か
つ
ソ
フ
ト
に
刺
激
で
き
、
素
人

に
は
見
つ
け
に
く
い
ツ
ボ
よ
り
体
操
の

ポ
ー
ズ
に
す
る
事
で
誰
で
も
簡
単
に
で

き
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
薬
膳
」
…S

：Specifi c

（
具
体
的
な
食
材
提
案
）M

：M
easu

rable

（
ス
コ
ア
で
体
調
測
定
）A

：

A
ccessible

（
誰
で
も
利
用
可
能
）、

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

フ
ケ
ア
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？

※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

日
時　

２
月
12
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

板
井
尚
子
さ
ん
（
台
湾
式
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー　

KaRaLi

主
宰
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

※
服
装
は
動
き
や
す
い
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
、
裸
足
ま
た
は
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
で

申
込　

１
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

R

：Related

（
健
康
と
の
関
連
性
） 

T

：Tim
e

（
短
時
間
で
実
施
）の
略
で
、

い
つ
も
の
食
材
を
用
い
た
薬
膳
料
理
を

提
案
し
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
村
多
郎
さ
ん
・
阿
部
香
織
さ

ん
（
関
西
医
療
大
学 

准
教
授
・
助
教
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

１
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

に
い
い
こ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！ 

日
時　

１
月
23
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル　

会
議

室
（
大
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
松
良
哉
さ
ん
（
泉
佐
野
泉
南

医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

１
月
７
日 

㈫
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史
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文
化
・
教
養

■
温
水
プ
ー
ル
体
験
教
室 

「
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」 

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

泳
げ
な
い
人
や
泳
ぎ
に
自
信
が
な
い

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
・
開
催
日
（
各
全
６
回
）

●
木
曜
・
２
月
６
日
〜
３
月
12
日

●
金
曜
・
２
月
７
日
〜
３
月
13
日

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

※
集
合
時
間
：
午
前
10
時
30
分

場
所　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象　

健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
を
目
的
と
し
た
水
中
運
動
が
可
能

な
市
内
在
住
者

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

各
種
健
康

■
地
域
健
康
教
室

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
入
浴
は
任
意
で
す
）

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員

●
１
月
９
日
㈭ 

午
後
2
時
10
分
〜　

な
ご
み
湯
（
笠
松
1
丁
目
3
番
23
号
）・

40
人

●
１
月
16
日
㈭ 

午
後
2
時
30
分
〜　

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
6
番
10

号
）・
男
女
各
25
人

※
10
分
前
よ
り
先
着
順
で
受
付

テ
ー
マ
「
野
菜
い
っ
ぱ
い
簡
単
調
理
法
」

健
康
長
寿
食
を
紹
介
し
ま
す
！

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

 

■
Ｎ
ｅ
ｗ
！ 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
正
月
明
け
に
す
る
べ
き

脂
肪
燃
焼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

正
月
太
り
解
消
に
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト

形
式
の
全
身
運
動
を
。
有
酸
素
効
果
も

あ
る
の
で
、
運
動
の
苦
手
な
人
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
!!

日
時　

１
月
27
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
回
６
２
０
円

（
60
歳
以
上
は
３
１
０
円
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈫
〜
21
日

㈫
に
本
人
が
国
保
年
金
課
ま
た
は
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
１
０
０

０
）
へ

■
市
民
の
為
の
文
化
講
演
会

日
時　

２
月
８
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

４
階 
鳳
西
の
間

内
容
・
講
師　
「
医
療
小
説
の
現
実
と

矛
盾
…
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ

る
現
在
の
医
療
の
現
状
と
問
題
に
つ
い

て
」
久
坂
部　

羊
さ
ん
（
大
阪
大
学
医

学
部
招
聘
教
授
）

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

不
二
製
油
株
式
会
社
、（
医
）

龍
志
会
Ｉ
Ｇ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
快
腸
生
活　

〜
素
敵
な
幸
齢
者
に
〜

日
時　

２
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
10
日
㈮

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野
公
民

館
（
☎
４
５
０・３
９
０
０ 

Fax
４
６
８
・

０
０
１
１)

へ

※
受
講
無
料

■
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
「 

ヨ
ガ
講
座
」

　

肩
こ
り
や
腰
痛
対
策
を
目
指
し
、
カ

ラ
ダ
を
ほ
ぐ
し
た
り
伸
ば
す
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
ポ
ー

ズ
を
体
験
し
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

武　

朗
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）　　
　
　

  　
　

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
15
日
㈬

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３・６
１
８
１ 

Fax
４
６
９・
２
２

４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
月
７
日

㈮
ま
で

※
受
講
無
料

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

り
ん
く
う
メ

デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
（
リ
メ
ッ
プ 

☎
４
７

３・５
５
１
０
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.rim

ep.or.jp

）

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
可

広　

告

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

各
種
福
祉

福　

祉

福　

祉

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
子
育
て
講
座

【
卒
乳
・
断
乳
・
お
っ
ぱ
い
の
悩
み
】

　
「
卒
乳
・
断
乳
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？
」
な
ど
、
母
乳
で
の
子
育
て
で

困
っ
て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、
こ

の
機
会
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

２
月
６
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

講
師　

北　

美
智
代
さ
ん

　
　
　
　
　
（
き
た
助
産
所 

助
産
師
）

申
込　

１
月
６
日
㈪
以
降
の
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
あ
そ
び
の
広
場 

〜
節
分
ご
っ
こ
〜

日
時　

2
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
講

後
、
つ
く
し
ん
ぼ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
だ

き
ま
す
。

日
時　

１
月
16
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
14
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

１
月
12
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

辻

下
☎
０
８
０
・
５
３
１
１
・
０
０
１
６
）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
４
５
０
円
を
提
供

し
ま
す
。

【
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
】

　

認
知
症
専
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

が
、
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈫ 
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

３
日
前
ま
で

に
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
（
鶴
原
２

丁
目
４
番
18
号 

小
笠
原
医
院
敷
地
内 

☎
４
５
８・６
２
３
０ 

Fax
４
５
８・６
２

３
１
）
へ　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
飲
み

物
の
持
参
可

【
メ
モ
リ
ー
喫
茶 

コ
ス
モ
ス
】

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
後
1
時
〜
3
時

場
所
・
問
合
先　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
櫻
苑
（
羽
倉
崎
上
町
3
丁
目
3
番
41

号 

０
１
２
０・０
１
１・０
１
３
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号 

☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９[

ヤ
ジ]

）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
愛
の
献
血

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時
・
場
所

●
１
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬ 

午
前
９
時

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
活
動
す
る
と
「
さ
の
ぽ
」
ポ
イ
ン

ト
を
受
け
取
れ
ま
す
！

日
時　

１
月
22
日
㈬ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日
㈪
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

９
・
２
１
５
５ 

Fax
４
６
２
・
５
４
０

０
）
へ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
や
さ
し
い
在
宅
介
護
食
教
室

〜
家
庭
で
出
来
る

在
宅
介
護
食
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
！
〜

日
時　

１
月
24
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

鮭
の
混
ぜ
ご
飯
、
け
ん
ち

ん
汁
、
抹
茶
ミ
ル
ク
寒
天
、
里
芋
の
と

も
和
え

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

泉
佐
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　

１
月
８
日
㈬
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野
公
民
館
（
☎

４
５
０
・
３
９
０
０ 

Fax
４
６
８
・
０
０

１
１
）
へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
１
月
17
日
㈮
ま
で

【
学
習
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
整
え

て
就
学
に
備
え
る
か
】

　

就
学
前
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
13
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
あ
い
研
究
所 

所
長
）

申
込　

１
月
14
日
㈫
以
降
の
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
先
着
順
）

あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

〜
11
時
・
泉
州
南
広
域
消
防
本
部
（
泉

佐
野
消
防
署
）

●
1
月
16
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
・
泉
佐
野
市
役

所　問
合
先　

泉
佐
野
市
献
血
推
進
協
議
会

（
地
域
共
生
推
進
課
内
）

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

■
わ
た
ぼ
う
し
講
座

「
マ
マ
と
に
っ
こ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　

２
月
25
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

講
師　

中
塚
葉
子
さ
ん
（
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日
㈪

以
降
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
月
・

火
・
金
）
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
た
ぼ
う
し
（
☎
・

Fax
４
４
７・６
２
２
３
）
へ

※
参
加
無
料

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

 

■
大
阪
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
47
回
作
品
展
」

　

図
画
、
工
作
、
木
工
、
窯
業
、
手
芸
、

織
物
、
書
道
な
ど
の
活
動
で
、
児
童
生

徒
が
一
年
間
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と
創
り

あ
げ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
製

品
の
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

期
間　

１
月
28
日
㈫
〜
30
日
㈭ 

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
学
校
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
子
育
て
支
援
講
座
68

「
タ
オ
ル
筆
で
描
く
・
ゆ
り
あ
げ
絵
灯
篭
」

日
時　

２
月
２
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

宮
脇
泰
彦
さ
ん

申
込
・
問
合
先　

１
月
６
日
㈪ 

午
前

９
時
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
・
Fax
４
６
６
・
１
９
６
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
新
春
書
き
初
め
絵
馬
を
書
こ
う
！
」

日
時　

１
月
18
日
㈯

●
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
午
後
２
時
45
分
〜
３
時
45
分

定
員　

各
14
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
歴
史
学
講
座
戦
国
史
編
「
織
豊
政
権

と
本
願
寺
」（
全
４
回
）

第
４
回「
本
願
寺
の
京
都
移
転
と
分
立
」

　

天
正
19
（
１
５
９
１
）
年
、
豊
臣
秀

吉
か
ら
寺
地
を
寄
進
さ
れ
た
次
男
・
准

如
は
京
都
堀
川
通
七
条
に
西
本
願
寺
、

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
冬
季
企
画
展

「
恵
方
？
鬼
門
？
泉
佐
野
の
家
相
図

― 

江
戸
時
代
の
占
い
ブ
ー
ム 

―
」

　

江
戸
時
代
に
巻
き
起
こ
っ
た
占
い

ブ
ー
ム
は
、
人
々
の
な
か
で
瞬
く
間
に

浸
透
し
ま
し
た
。
本
展
示
で
は
泉
佐
野

の
大
商
人
や
庄
屋
た
ち
が
依
頼
し
た

様
々
な
家
相
図
や
、
江
戸
時
代
の
占
い

書
・
家
相
書
、
占
い
の
道
具
な
ど
を
展

示
し
て
、
江
戸
時
代
の
泉
佐
野
で
の
占

い
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

１
月
18
日
㈯
〜
３
月
29
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
入
館
無
料

■
陰
陽
道
史
特
論
（
全
８
回
）

第
７
回
「
年
中
行
事
と
陰
陽
道
」

　

節
分
に
豆
ま
き
を
行
い
、
恵
方
巻
を

食
べ
る
。
上
巳
の
節
句
に
は
ひ
な
祭
り

と
雛
流
し
。端
午
の
節
句
に
菖
蒲
湯
と
、

今
で
も
日
本
各
地
に
は
か
つ
て
の
年
中

行
事
の
痕
跡
が
姿
を
変
え
て
存
続
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
節
句
に
は
、
陰
陽

五
行
説
が
根
幹
に
あ
り
ま
し
た
。

日
時　

１
月
８
日
㈬ 

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
） 

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
歴
史
学
講
座
副
館
長
講
座

「
城
郭
鑑
賞
の
基
礎
知
識
②
中
世
城
郭

の
構
造
」

日
時　

１
月
26
日
㈰
・
28
日
㈫

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
（
受
付
：
午
後
1
時
〜
）

※
同
じ
内
容
で
2
回
実
施

定
員　

各
60
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
村　

歩
（
当
館
副
館
長
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

慶
長
７
（
１
６
０
２
）
年
に
徳
川
家
康

か
ら
寺
地
を
寄
進
さ
れ
た
長
男
・
教
如

は
京
都
烏
丸
七
条
の
地
に
東
本
願
寺
を

創
建
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
本
願
寺

は
東
西
に
分
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈮
、
２
月
９
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

※
同
じ
内
容
で
2
回
実
施

定
員　

各
60
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
迫　

寿
（
当
館
学
芸
員
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
１
月
９
日
㈭
・
16

日
㈭ 
午
後
1
時
〜

●
木
彫
り
教
室
…
１
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
着
付
教
室
…
１
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
１
月
21
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
教
室

〜
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う
〜

　

作
品
は
２
月
22
日
㈯
か
ら
開
催
の
第

10
回 

泉
州
ひ
な
ま
つ
り
に
展
示
し
ま

す
。

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

■
恒
例
朝
市

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
前
9
時
〜
正
午

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

１
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史
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文
化
・
教
養

■
府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地　

｢
お
正
月
の
郷
遊
び｣

　

羽
根
つ
き
、
コ
マ
回
し
、
福
笑
い
な

ど
昔
懐
か
し
い
正
月
遊
び
を
し
ま
せ
ん

か
？
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク
ク

ラ
ブ
」
に
よ
る
公
園
育
ち
の
も
ち
米
を

使
っ
た
餅
つ
き
も
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

日
時　

1
月
11
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

※
雨
天
の
場
合
（
前
日
の
午
後
１
時
に

決
定
）
は
１
月
12
日
㈰
に
順
延
。
両
日

と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

場
所　

府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上
之

郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

持
ち
物　

飲
み
物

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で
。
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

月
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
に
電
話
で
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４

６
７
・
２
４
９
１
）
へ

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
定
員
・
参
加

費
あ
り
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
か
ら
も

申
込
可

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

中
世
の
山
城 

土
丸
・
雨
山
城
址
へ　

ミ
ニ
登
山

〜
南
北
朝
時
代
多
く
の
武
将
が
城
の
争

奪
戦
を
繰
り
広
げ
た
と
い
う
〜

日
時　

1
月
19
日
㈰

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
30
分
頃

■
大
阪
府
芸
術
文
化
振
興
事
業

「
あ
つ
ま
れ
☆
さ
の
キ
ッ
ズ
！
」

〜
ほ
ん
と
の
と
も
だ
ち
っ
て
？

絵
本
「
と
も
だ
ち
や
」
の
世
界
を

楽
し
も
う
！
〜

　

大
人
気
の
絵
本
「
お
れ
た
ち
、
と
も

だ
ち
！
」
シ
リ
ー
ズ
が
お
芝
居
に
な
り

ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
キ
ツ
ネ
は
「
と
も
だ
ち

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府
第
42
団

「
新
年
の
集
い
」

　

抹
茶
の
い
た
だ
き
方
を
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
保
護
者
も
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
：
９
時
45
分
〜
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

４
歳
以
上

や
」
を
始
め
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
本
当
の
と
も
だ
ち
な
の

で
し
ょ
う
か
…
？
絵
本
の
世
界
そ
の
ま

ま
に
、
ま
る
で
絵
本
か
ら
飛
び
出
し
て

き
た
よ
う
に
生
き
生
き
と
動
く
キ
ツ
ネ

た
ち
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
!?
の
と
て

も
楽
し
い
作
品
で
す
。
小
さ
い
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
ぜ
ひ
家
族
み
ん
な
で

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
29
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

４
０
０
円

※
１
歳
以
下
無
料

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
合
先　

泉
佐
野
お

や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１
５・
０
２
２
２

e
メ
ー
ル: izum

isanooyako@
rink

u.zaq.ne.jp

）
へ

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
４
日
㈯
以
降

に
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
９
・
７
１
２
０
）
で

■
公
民
連
携
・

エ
リ
ア
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
回 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
＠
泉
佐
野

〜
今
あ
る
も
の
に
目
を
向
け
て 

あ
っ
た
ら
い
い
な
！
を
か
た
ち
に
す
る
〜

　

子
育
て
中
の
マ
マ
が
自
ら
望
む
環
境

と
仕
事
に
つ
い
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
日
々
の
実
践
を
通
じ
て
話
し
ま
す
。

日
時　

１
月
14
日
㈫ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

泉
佐
野
商
工
会
議
所

講
師　

中
根
利
枝
さ
ん

（w
agam

am
a 

代
表
）

申
込
・
問
合
先　

氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

e
メ
ー
ル
（info_vrs@

jcom
.zaq.n

e.jp

）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
バ
リ
ュ
ー
・
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
さ
の
（
☎
４
７
７
・

７
３
６
５ 

Fax
４
７
７・８
２
５
８
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

vr-sano.com
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
（
当
日
午
前
７
時
に
降
水

確
率
50
％
以
上
で
中
止
）、
催
行
の
確

認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に
緊
急
連
絡

先
へ

集
合
場
所　

日
根
神
社
（
南
海
バ
ス
犬

鳴
山
行
き
「
東
上
」
バ
ス
停
下
車
）

解
散
場
所　

南
海
バ
ス
「
東
上
」
バ
ス

停コ
ー
ス　

集
合
↓
土
丸
・
春
日
神
社
↓

土
丸
登
山
口
↓
土
丸
城
址
↓
月
見
停
↓

雨
山
城
址
（
昼
食
予
定
）
↓
馬
場
跡
↓

雨
山
登
山
口
↓
極
楽
寺
↓
解
散
（
約
８

㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４
２

７ 

ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp 

緊
急
連
絡
先
：
☎

０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０
１
）
へ

■
め
っ
ち
ゃ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ダ
ン

ス 

in 

イ
オ
ン
モ
ー
ル

　

大
阪
府
が
作
成
し
た
「
め
っ
ち
ゃ
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ダ
ン
ス
」
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
ダ
ン
ス
の
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

発
表
会
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
ダ
ン
ス
を
踊
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
18
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
２
時
、
３
時
〜
４
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野

共
催　

子
ど
も
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会

問
合
先

大
阪
府
教
育
庁

保
健
体
育
課

（
☎
06
・
６
９
４

４
・
９
３
６
６
） 

参
加
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

白
靴
下

申
込
・
問
合
先　

１
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

た
に
（
☎
０
９
０
・
３
７
２
９
・
４
３
４

３
）
へ 

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史
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広　

告

広

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

採用・募集採用・募集

　　　府立
南大阪高等職業技術専門校

（令和2年4月入校）
募集科目・訓練期間・対象
●自動車 車体整備科・2年・18歳以上44歳以下
●電気主任技術科・2年・18歳以上
●情報通信科・1年・18歳以上34歳以下
●Webシステム開発科・1年・18歳以上34歳以下
●製造化学科・1年・18歳以上
定員　各30人
【2月選考】
願書受付　1月27日㈪までに居住地を管轄するハ
ローワークで
試験日　2月13日㈭
合格発表　2月20日㈭

【3月選考】
願書受付　1月28日㈫～3月9日㈪に居住地を管轄する
ハローワークで
試験日　3月19日㈭
合格発表　3月26日㈭

いずれも
入校日　4月10日㈮
授業料　年間118,800円（所得などによる免除制度あ
り）、入校選考料、入校料、教科書など実費
問合先　大阪府立南大阪高等職業技術専門校（和
泉市テクノステージ2丁目3-5 ☎0725-53-3005 
Fax0725-53-3015 ホームページ：http://www.
pref.osaka.lg.jp/tc-miosaka/）

【見学会】
日時　1月16日㈭・24日㈮、2月3日㈪、3月4日㈬ 午
後1時15分～
※申込不要、参加無料。1月24日㈮のみ体験実習
あり

大阪障害者職業能力開発校
令和2年4月入校生

　本校は、障害のある人のための訓練施設です。
募集学科　CAD技術、Webデザイン、OAビジネス、
オフィス実践、職域開拓、Jobチャレンジ
申込　府内のハローワークで願書を入手し、1月27
日㈪（職域開拓科、Jobチャレンジ科は1月22日㈬）
までの平日午前8時30分～午後5時15分に居住地を管
轄するハローワークで
問合先　大阪障害者職業能力開発校(☎296-8311 
Fax296-8313）
※詳しくは問い合わせてください。

自衛官候補生
　所要の教育を経て、3ヵ月後に2等陸・海・空士に
任用。期間終了後は民間企業へ就職したり、引き続
き自衛官として勤務を希望する場合は、選考により2
年を任期として継続任用されます。選抜試験に合格
すれば曹へ進むこともできます。
●特別職国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
応募資格　日本国籍を有する採用予定月の1日現在、
18歳以上33歳未満の人
受付期間
年間を通じて行っています。
問合先　
自衛隊大阪地方協力本部 岸和田地域事務所（☎426-
0902）
※試験日など詳しくは問い合わせてください。 
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お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）が

サポート！
　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学などに入学・在学する
子どものいる家庭を対象とした公的な融資制度です。
融資額　子ども1人につき350万円以内
金利年（令和元年11月1日現在）　1.66％
※母子家庭の人などは年1.26％
返済期間　15年以内
※母子家庭の人などは18年以内
問合先　教育ローンコールセンター（☎0570-0086
56[ナビダイヤル]または☎03-5321-8656）
※ホームページは「国の教育ローン」で検索してく
ださい。

2020年 農林業センサス
　2月1日現在で「農林業センサス」を実施します。
　この調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態
を明らかにするため、5年毎に実施している大切な統
計調査です。その結果は、農林業振興や農山村の活
性化のためのさまざまな施策の基礎資料として利用
されています。
　対象者には、1月中旬より調査員が伺いますので、
回答をお願いします。
調査実施主体　農林水産省、大阪府、泉佐野市
問合先　政策推進課

就労支援フェア2020・高年齢者雇用促進フェア
～合同就職面接会・各種相談会～

　就職困難者（＊）をはじめ、未就職卒業者、就職を希望する人を対象にした「合同就職面接会」です。専門
相談員による各種就労相談や「仕事説明会」も実施します。ぜひ、参加してください。
日時　1月25日㈯ 午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール
内容　合同就職面接会、各種専門相談（障害者・女性〔ひとり親家庭の親〕・
中高年齢者・若年者・シルバー人材センター相談、福祉のお仕事相談など）、
職業適性検査、シニア向け仕事説明会（日本マクドナルド株式会社、株
式会社セブン‐イレブン・ジャパン）、農業セミナー・農業相談
参加企業　市内をはじめ府内などの事業所（15社出展予定）
主催　泉佐野市、泉佐野商工会議所
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
※参加無料

　　泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（11月受付分）

●10万円…人生道場
●13,980円…二小②民生委員

寄付（11月受付分）
【図書資料充実のために】
●10万円…国際ソロプチミスト大阪－りんくう

【環境対策事業のために】
●110,933円…

株式会社プラス（産直市場よってって泉佐野店）

【災害ボランティアバスのために】
●5万円…泉佐野中央ライオンズクラブ

（＊）就職困難者…障害者、ひとり
親家庭の親、中高年齢者（45歳以
上）、就労経験の少ない若年者など
で、働く意欲がありながら、年齢・
身体的機能・家族構成・出身地など、
様々な要因で雇用・就労を実現
できない人 

同窓会応援！掲示板
第三中学校 同窓会

日時　5月3日㈰
　　　午後1時～
場所　関西エアポート

ワシントンホテル
対象　市立第三中学校 昭和
51年3月卒業生（昭和35年
4月2日～昭和36年4月1日
生まれ）
会費　1万円
問合先　豊島

（☎090-8936-8109）

【訂正】
　広報いずみさの12月号裏表紙に掲載の「～未来のま
ち 泉佐野～ を描こう !!」の記事に誤りがありましたの
で、下記のとおり訂正します。
 （誤）必着？　→　（正）必着
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

　　　　　ご加入ください
勤労者福祉共済

　勤労者福祉共済は、市内の中小企業の従業員と事
業主の福利厚生を援助する制度で、市がセンター運
営の事務費などを負担し、国や府からの援助もあり、
会費はすべて福利厚生、給付などの事業として還元
されます。現在、会員数は約800人です。
　みなさん、ぜひご加入ください。
事業内容
●給付…結婚祝、出産祝など
●健康…人間ドック補助、健康講座の開催など
●福利厚生…映画券・入浴券の割引販売、宿泊施設
の割引、阪神タイガース・オリックスバファローズ・
セレッソ大阪観戦券、東京ディズニーリゾートの割
引、ホテル食事券割引販売など
●文化…ビジネスマナー教室、テーブルマナー教室、
ガーデニング教室など
※会員には会報誌「風」でお知らせしています。（年
9回発行）
加入できる人
●事業所加入…市内の会社・商店などの事業主と従
業員（パート・アルバイトを含む）
●個人加入…勤労する市内在住者、市内在勤者（パー
ト・アルバイトを含む）
入会金　500円
会費　800円／月
※原則として、事業主は従業員の会費1/2以上を負担
申込・問合先　
泉佐野市勤労者福祉共済サービスセンター

（まちの活性課内 ☎469-3131）
※詳しくはホームページ（http://izumisano.kinpuku.
zenpuku.or.jp/）をご覧ください。連絡いただければ、
事業内容・加入手続などの説明に伺います。 

音楽健康指導士 2級養成講座
　音楽介護予防教室の講師となっていただける市民
音楽健康指導士（2期生）を養成するため、音楽健康
指導士2級養成講座を開催します。
日時　3月3日㈫～5日㈭
　　　午前9時～午後5時
※別途在宅学習あり
場所　社会福祉センター
内容
●集合講座…「音楽健康
指導士の理解」「高齢者の
特性」「音楽と運動」「実
践指導方法①②」（全20
時間）
●認定試験
対象　下記の要件すべてに該当する人
●泉佐野市在住で「泉佐野元気塾」のインストラク
ターとして活動していく意思がある
●音楽健康指導士2級養成講座を全日程受講可能である
●要支援・要介護認定を受けていない、または総合
事業対象者でない
●資格取得後に実施する実践研修に参加可能である
●体力に自信があり、元気に笑顔で接することができる
●養成講座および実践研修終了後、1回2時間程度の
活動が週1回以上可能である　
※今後の活動を保障するものではありません。
受講料　11,000円（初回認定費用）　
※同額の資格認定更新費用が3年毎に必要
講座運営・申込・問合先　1月6日㈪～31日㈮に一
般社団法人 日本音楽健康協会（☎03-5488-6061 
Fax03-3280-2188 eメール： info@onkenkyo.or.
jp）へ
※書類選考有り

「泉佐野元気塾」とは…
　月1回90分程度で、口腔体操、脳トレ、歌い
ながら体を動かす歌体操など、音楽を使って楽
しく継続できる「介護予防を意識させない介護
予防教室」です。現在、㈱第一興商に委託し、
市内56箇所で実施しています。また、一部の会
場において、市民音楽健康指導士のみによる「元
気塾プラス」も行なっています。
※詳しくは市ホームページ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/kenkou/shogai/
menu/kourei_fukusi/1464326324414.
html）をご覧ください。
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いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

水泳2大会で世界記録突破の報告
　　　10月に静岡県で開催の「マリンスパあたみ長距離マス
ターズ水泳競技大会」と愛知県で開催された「日本マスター
ズ水泳長距離大会」の混合4×100mメドレーリレーにおいて、
いずれも世界記録を突破したことを、11月12日㈫に羽倉崎在
住の中野智啓さんが市長へ報告に来ていただきました。

関西航空少年団が被災地を視察
　　　関西航空少年団が11月3日㈷・4日㉁に宮城県仙台
空港のある岩沼市を訪問し、全国航空少年団の代表が集う
第43回航空教室の見学を行うとともに、東日本大震災の
教訓を学びました。市を代表する航空少年団員としての意
識と防災意識が飛躍的に向上しました。

金婚を祝う会が開催されました
　　　11月14日㈭、りんくうタウンの結婚式場「ザ・ジョー
ジアンテラス」において、婚姻満50年を迎えられたご夫
婦の長寿を祝う「金婚を祝う会」が開催され、63人が参
加されました。今回のご夫婦がご結婚された昭和44年は、
「アポロ11号」が人類初の月面着陸に成功した年です。

海外友好都市提携の調印式
　　　10月16日㈬、中国山東省威海（ウェハイ）市との
友好都市提携調印式（写真上）が山東省内で行われました。
また、10月21日㈪にはベトナム社会主義共和国ビンディ
ン省との友好都市提携調印式（写真下）がビンディン省内
で行われ、両地域とも今後幅広い交流が期待されます。本
市の友好都市提携は9都市となり、友好関係にあるオース
トラリア クイーンズランド州サンシャインコーストを加
えると、全国トップの友好都市数となります。

ボクシング全日本大会で第1位の報告
　　　8月に東京都で開催された「第6回 全日本アンダー
ジュニアボクシング王座決定戦」の中学生男子64㎏級で
第1位の好成績を収められたことを、11月12日㈫に新池
中学校3年生の梶野翔太さんが市長へ報告に来ていただき
ました。

保育用ジョイントマットを寄贈いただきました
　　　11月13日㈬、「国際ソロプチミスト大阪-いずみ」
さんより、いずみさの女性センターで安全な幼児保育を提
供するための保育ジョイントマット一式を寄贈していただ
きました。またご寄贈に対し、千代松市長から感謝状の贈
呈が行われました。

第27回泉佐野市民健康マラソン大会が開催
　　　11月17日㈰、りんくう公園において、市民健康マ
ラソン大会が開催されました。ファミリーの部、2㎞・3
㎞・8㎞の部があり、関空をバックにマーブルビーチ沿い
のコースを、ファミリーからシニアまで、たくさんの人が
健脚を競いました。
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

北庄司酒造店で「第17回酒蔵祭り」が開催
　　　11月23日㈷、市内唯一の造り酒屋である北庄司酒
造店において、「第17回酒蔵祭り」が開催されました。春
と秋に開催され、ステージイベントや屋台で賑わうこの「酒
蔵祭り」には、今回もたくさんのみなさんが参加し、日本
酒を楽しんでいました。

りんくうタウンでちぬうみ創生神楽が開演
　　　11月17日㈰、りんくうタウン駅ビル内「星の広場」
において、泉佐野地域に伝承する伝説や民話、古事記にま
つわる神話などを題材として独自の舞に創生された「ちぬ
うみ創生神楽2019」が開演され、たくさんの参加者や外
国人観光客が観覧していました。

泉佐野駅下がり周辺で第3回国際音楽祭が開催
　　　11月17日㈰、南海「泉佐野」駅の浜側の上善寺な
どの会場で「第3回 いずみさの国際音楽祭」が開催されま
した。また、むてんかスタイルマーケットも同時開催され、
手作り作家のブース出店など特産品などのプロモーション
も行われました。

ピアノの全国大会で銅賞を受賞
　　　8月21日㈬に東京オペラシティリサイタルホールで開
催された「2019年度ピティナ・ピアノコンペティション全国
決勝大会」において、下田翔太さん（左・小学4年生）と川瀬
華凛さん（右・小学4年生）が連弾初級Bの部で銅賞を受賞さ
れたことを、11月27日㈬に市長へ報告に来ていただきました。

大山加奈さんが北中小学校でスポーツ大使活動
　　　11月19日㈫、北中小学校において本市のスポーツ
大使・大山加奈さんによる、講演会とバレーボール教室が
開催されました。大山さんの指導で児童たちは、元気いっ
ぱい楽しく身体を動かしました。

天使幼稚園園児が勤労感謝の日の花束贈呈
　　　11月21日㈭、今年も天使幼稚園の園児のみなさん
が、市役所に勤労感謝の花束を届けに来ていただきました。
千代松市長が園児から花束とメッセージを受け取り、市長
から園児のみなさんにお礼を述べました。

ＳTI for SDGsアワードで優秀賞を受賞
　　 株式会社スマイリーアースの取組「循環型環境ストレス
フリーを実現したタオル生産プロセスの構築で『日本タオル
製造発祥の地』の地場産業を未来へ繋ぐ」が国立研究開発法
人 科学技術振興機構が実施する「STI for SDGs」アワードの
優秀賞受賞を、11月27日㈬に報告に来ていただきました。

国際交流貢献者への感謝状贈呈式
　　　本市と海外友好都市との交流事業に数多く、参加・
協力され、国際交流事業にご貢献いただいているリンク国
際交流会の久保奥　功さん、岩谷　心さん、浦田幸造さん、
小藪普介さんに対し、11月27日㈬に市長より感謝状が手
渡されました。
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いずみさのフォトニュース

チェコ少女合唱団が表敬訪問
　　　11月29日㈮、泉佐野市少年少女合唱団・イトロ友
好企画公演～チェコ少女合唱団「イトロ」公演会～の開催
を前に、チェコ少女合唱団「イトロ」のみなさんが表敬に
来ていただきました。

バトントワーリング関西大会で金賞の報告
　　　11月4日㈷に開催の「第41回バトントワーリング関
西大会」全国大会選考の部において、小学4年生の上　佳加
さんが一般部門U-12の部で、中学1年生の上　心優さんが
一般部門U-18の部でそれぞれ金賞の好成績を収められたこ
とを、11月28日㈭に市長へ報告に来ていただきました。

エアロビクスの全国大会で優勝の報告
　　　10月26日㈯に神戸文化ホールで開催された「第31
回全日本エアロビクスコンテスト全国大会」において、寺
本みらいさん（小学3年生）が小学生低学年シングル部門
で優勝されたことを、11月29日㈮に市長へ報告に来てい
ただきました。

私立幼稚園・認定こども園・保育園永年勤続者表彰が行われました
　　　12月3日㈫、レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センターにおい
て「泉佐野市 私立幼稚園・認定こども園・保育園 永年勤続者表彰式」が行われ
ました。めでたく受賞されたみなさんの一人ひとりに市長より表彰状が贈呈され、
最後に受賞者および各所属施設の園長も一緒に記念写真を撮影しました。

全国老人クラブ大会で表彰の報告
　　　11月27日㈬に開催された「第48回 全国老人クラ
ブ大会」において、泉佐野市長生会連合会が会長表彰を受
け、12月2日㈪に会長をはじめ役員の方々が市役所へ報告
に来ていただきました。結成60周年を迎えた泉佐野市長
生会連合会は50長生会で構成、会員数は5,393人です。
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

　「広報いずみさの」では、市内在住の新婚
カップルの写真を募集しています。みなさん
のご応募をお待ちしています！
対象　泉佐野市に住民票があり、婚姻から2
年以内の新婚カップル
応募・問合先　自治振興課
※対象や応募条件、応募方法など詳しくは、
ホームページ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/shiho/shinkon.html）をご覧ください。

智
とも
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さん・佳
か

代
よ

子
こ

さん
　結婚を機に泉佐野市へ引っ越してまいり
ました。自然豊かなこの土地で一緒にハイ
キングや温泉めぐりを楽しみながら、ほっ
こり穏やかにすごしていきたいと思います。

♡わたしたち結婚しました♡♡わたしたち結婚しました♡

新婚カップルの写真を
募集しています!!

泉の森広場で農業祭が開催されました
　　　12月7日㈯、レイクアルスタープラザ・カワサキ泉
の森広場で「泉佐野市農業祭」が開催され、ステージイベ
ントや野菜の即売などにたくさんの人で賑わいました。ま
た本市と協定を締結している自治体から12の自治体が参
加し、特産品を展示・販売していただきました。

第7回いずみさの検定の表彰式が開催
　　　11月3日㈷に実施したいずみさの検定は1級から3
級まで、のべ83人に受験していただき、54人が合格され
ました。その中でも各級の高得点で、優秀な成績を収めら
れた方に対し、12月8日㈰に千代松市長から表彰状といず
みさの通（認定証）を贈呈しました。

泉佐野市人権のつどいが開催されました
　　　12月7日㈯、エブノ泉の森小ホールにおいて、「泉
佐野市人権のつどい」が開催されました。人権のつどいコ
ンサート「願いはひとつ ～あらそいのない世界へ～」の
後には、小中学生人権作品コンテスト優秀作品の表彰と発
表も行われました。

泉佐野駅前でLEDイルミネーションが点灯
　　　12月に南海「泉佐野」駅前ロータリーで実施の駅
前イルミネーションは、光のまち徳島県阿南市の協力によ
るLEDイルミネーションや府立佐野工科高等学校の作品に
よる様々な光の演出で、泉佐野駅前が華やかに彩られまし
た。

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　●新婚カップルの写真　　●同窓会の情報　　●地元企業　★募集しています！
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泉佐野市出会いの機会創出（婚活支援）事業
～走って恋して！運動会de婚活～

　　　「恋も優勝もつかみ取ろう!!」
　簡単なスポーツを通して、自然と距離が縮まる婚活イベント第3弾！
婚活力アップセミナーと交流イベントで素敵な人と出会ってください！
日時　2月1日㈯ 正午～午後5時（受付：午前11時30分～）
場所　J:COM末広体育館（市民総合体育館）
対象　泉佐野市在住または泉佐野市に興味を持っている20～40歳の独身男女

定員　男女各30人（先着順）
参加費　1,000円
持ち物　本人確認書類、体育館シューズ（屋内用シューズ）、ボールペン

※服装は動きやすいもので（更衣室はありません。）
申込　1月25日㈯（水曜日除く）までの午前10時～午後7時に電話で株式会
社トータルマリアージュサポート「フィオーレパーティー事務局」（☎050-
3539-3837）へ　※応募締切日以降も予約状況によっては受付します。
問合先　子育て支援課
※参加者には「さのぽ」500ポイントを進呈します。（当日はポイント預かり書を発行）
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　11月分 約3,313ｔ（前年同月比 ――7.107.10％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
11月末日現在11月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,373人○ 市内人口　100,373人（（－94－94人）人）
○○ 男　　　　  48,197人 男　　　　  48,197人（（－54－54人）人）
○○ 女　　　　  52,176人 女　　　　  52,176人（（－40－40人人））
○○ 世帯数　　  47,274世帯（ 世帯数　　  47,274世帯（－57－57世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【1月の主な放送内容（予定）】
●前半：市長と語る新成人のつどい ほか
●後半： アイスアリーナオープニング ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

30歳の成人式 in 泉佐野
　次代を担う30歳の決意や郷土愛を喚
起し、新たな門出を祝うイベントです。
お客さんとの掛け合いを真骨頂とする
コミュニケーションパフォーマー石原

　耕さんをMCに迎え、参加者同士の交流を中心とした
アトラクションや抽選会を予定しています。
日時　3月1日㈰ 午後4時～
6時30分
場所　エブノ泉の森 レセプ
ションホール
内容
●式典…午後4時～4時30分
●交流会・ブッフェ…

午後4時30分～6時30分
対象　平成元年4月2日～平成2年4
月1日生まれで、泉佐野市出身・在
住など、泉佐野市にゆかりのある人
定員　70人（先着順）
参加費　1,000円（飲食代含む）
申込　下記の参加申込用QRコー
ドから
問合先　エブノ泉の森ホール（☎469-7101）
※一時保育（5ヵ月～6歳・先着順）あり、希望者は申
込時に（参加申込のフォー
ムから一時保育の申込がで
きます）。後日確認の電話
をさせていただきます。

　
　今年もやります！

ごみ拾いはスポーツだ！

令和元年度 スポGOMI大会 in 泉佐野
　スポGOMI大会は、チームで力を合わせ、制限
時間内に決められたエリア内でごみを拾い、その
質と量をポイントで競い合う、子どもから大人ま
で参加できる競技です。
日時　2月15日㈯ 午前9時30分～正午
場所　りんくうタウン周辺
参加チーム数　20チーム・1チーム3～5人
　　　　　　　（応募多数の場合は抽選）
※小学生以下は保護者（1人以上）も参加が必要
申込・問合先　申込用紙（環境衛生課、スポーツ
推進課で配付）に必要事項を記入し、1月14日㈫
～31日㈮（必着）までにFAX、eメール（kankyou@
city.izumisano.lg.jp）、郵送で環境衛生課へ
※参加無料。詳しくはホームページ（http://ww
w.izumisano.lg.jp/kakuka/seikatsu/kanky
o/event/supogomi.html）をご覧ください。（申込
用紙もダウンロードできます。）
　ごみ拾いの用具（ごみ袋、軍手、トング）は用
意します。上位3チームは表彰します（副賞はさ
のぽポイント）。荒天中止の場合は、当日午前7時

ごろまでに
チーム代表
者へ連絡し
ます。

▲フェイス
ブックQR
コード

▲参加申込用
QRコード

▲石原　耕さん（司会）

▲申込用QR
コード
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